
抄 録 (ABSTRACT)

酒井富久美 :樹木の遺伝子工学,木材研究 ･資料,

31,1-10(1995)

樹木における遺伝子解析,遺伝子組換え,形質

転換法等について最近の研究を紹介した｡

酒井富久美 :樹木のバイオテクノロジー,木材保

存,21,14-22(1995)

樹木のプロ トプラス ト培養,細胞融合,遺伝子

導入,遺伝子組換え戟略について解説した｡

G.SUzuKl.H.OIITA.T.KATO.S.I(;ARASⅢ,F.S∧KAl,D.

SHIBATA.A.T̂ ItANO, T.MAsuI)A, Y.SIiIOlandK.

TAKAMIYA: Inductionofacytochrome P450by

methylJaSmOnate in soybean suspension-cul-

turedcells.FEESLetters.383.83186(1996)

鈴木元紀,太田啓之,加藤友彦,五十嵐進,酒井

富久美,柴田大輔,高野篤雄,増田 建,塩井裕三,

高宮健一郎 :ダイズ懸濁培養細胞におけるジャス

モン酸メチルによるチ トクローム P450誘導

ジャスモン酸メチルによる誘導により,フラボ

ノイド,テルペノイド,アルカロイド等植物二次

代謝物の生合成系に関与するチ トクロームP450を

コー ドするcDNAをダイズ培養細胞から単離 し,

塩基配列を決定 した｡ジャスモン酸メチルは高等

植物に微量ながら遍在 し,塊茎形成,果実熟成,

感染応答等の生理活性をもつ ｡P450の構造及びジ

ャスモン酸メチルの誘導機構について論じた｡

S.NAKAMURA.H.Mol～I,F.SAKAIandT.HAyAsHI:

Clonlng and sequenclng OfCDNA forpop一ar

endo-l,4-β-GIucanase,PlanlCel/Physio/..36.

1229-1235(1995)

中村信吾,森 仁志,酒井富久美,林 隆久 :ポ

プラグルカナーゼのクローニングとシーケンス

ポプラEnd0-1,4-β-glLICanaSeのcDNAをクロー

ニングした｡得られたcDNAの仝塩基配列を明ら

かにするとともに,植物ホルモンによる発現 レベ

ルをノーザンブロットによって検討した｡

T.TAKEDA.Y.MITSUISHI,F,SAKAlandT.HAYASHl:

Characterization of xylog山can endotransgly-

cosylatjon.WoodResearch.No.82,14-16(1995)

竹田 匠,三石 安,酒井富久美,林 隆久 :キ

シログルカン転移反応の性質

ポプラ細胞壁中のキシログルカンのつなぎ換え

に関与 している トランスグルコシラーゼによる,

Xyloglucanendotransglycosylation反応について検

討した｡

林 隆久 :植物細胞壁のゆるみに関する3つの酵

秦,ウッディエンス,No.31:ll-12(1995)

植物細胞壁のゆるみに関する3つの酵素,End0-

1,4-β-glucanase,Expansln及 びXyloglucan endo-

transglycosylaseについて解説した｡

D.B.MA.Z.J.LIU,B.L GONG,P.J.GAO,Z.N.

WANG.andM.SHIMADA :Onthemechanism

ofLIP/MnP il〔duction inwashed myce仙m of

Phanrochaetechrysospon'um,Proceedingsofthe6th

InternationalConferenceonBL'otechnologyinthe

PulpandPap(TrIndustry･'AdvancesinApplied

andFundamen)La/Research,413-417(1995)

D.B.MA,Z.J.LIU,B.L.GONG,P.∫.GAO,Z.N.

WANG.島田幹夫 '.洗浄 した白色腐朽菌phan-

rochaetechrysosporiumのリグニンペルオキシダー

ゼおよびマンガンペルオキシダーゼ活性誘導機構

について

白色腐朽菌phanrochaetechrysosporiumのリグ

ニンペルオキシダーゼおよびマンガンペルオキシ

ダーゼ活性誘導に及ぼす各種緩衝液,Tween80,

マンガンイオン,とベラ トリルアルコールの効果

について実験 した｡二次代謝過程に入った後,マ

ンガンとベラトリルアルコールは交差誘導効果が

認められた｡

Y.AKAM̂'rSUar]dM.SHIMADA'･Suppresiveeffect

ofL-phenylalanineonJigninperoxidase inthe

white-rot fungus Phanerochaete chrysospon'um.

FEMSMICrObioL.Lett‥131,185-188(1995).

赤松やすみ,島田幹夫 :白色腐朽菌phanrochaete
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chlySOSPOn.umにおけるリグニンペルオキシダーゼ

に及ぼすフェニルアラニンの抑制効果

11種類のアミノ酸 (フェニルアラニン,グルタ

ミン酸,グルタミン,ヒスチヂン,アラニン,イ

ソロイシン,オルニチン,グリシン,プロリン,

アスパラギン酸)とアンモニアのリグニンペルオ

キシダーゼ及ぼす効果について実験 したところフ

ェニルアラニンが最も強い抑制効果を示した｡

T.UMEZAWAandM,SHTMADA:Enantiomericcom-

positionof(-)-pinoresinol,(+)-matairesinol

and (+)-Wikstromolisolated from Wikstl･Oemia

sikokiana,MokuzaiGakkaishi,42.1801185(1996)

梅揮俊明,島田幹夫 :wiksh･oemiasikokhznaから

単離 した(-)-ピノレジノ-ル,(+)/7タイレジ

ノール及び(+トウイクス トロモールのエナンチオ

マー組成

Wikstroemt'asikokiana(ガンピ)か ら初めて リ

グナンが単離された｡これらのリグナンすなわち

(1 1ピノレジノール,(+)-マタイレジノール,及

び(+)-ウイクストロモールのエナンチオマー組成

をキラル高速液体クロマ トグラフィー分析により

決定 したところ,マタイレジノールとウイクスト

ロモールは光学的に純粋であるが,ピノレジノー

ルは,光学的に純粋でなく,その鏡像体過剰率は

74%enantiomerexcess[(-)>(+)]であった｡
この結果をもとに,W.sikokianaによるリグナン

生合成を,W.sikokianaから単離されたものとは

反対のエナンチオマーである(+)-ピノレジノール

及び(-)-マタイレジノールを産生することが知ら

れているForsythia属植物のリグナン生合成と比較

して議論した｡

T.UMI･:ZAWAandM.SHIMAnA: Formationofthe

lignan(+)-secoisolariciresinolbyceH-freeex-

tractsofArctiumhZPPa,Bt-osci.Biotech.Biochem.,

60,736-737(1996)

梅滞俊明,島t三lj幹夫 :ArcLiumlappa無細胞抽出液

による(+)-セコイソラリシレジノールの生成

Arctiumlappa味細胞摘出液が,アキラルなコニ

フェリルアルコールからの,エナンチオ選択的な

(+)-セコイソラT)シレジノールの生成を触媒する

ことを兄いだした｡本報告は,(+)-セコイソラリ

シレジノールのエナンチオ選択的な生成を触媒す

る酵素活性に関する初めての報告である｡

梅津俊明 :樹木抽出成分特にリグナン生合成の研

究動向,APAST(森と木の先端技術情報),No.20,

15-19(1996)

木材摘出成分に関する最近の研究,特にリグナ

ン生合成研究について概説した｡

T.KISIHMOTO,F.NAKATSUBO,K.MuI(AttAMJandT.UMli-

zAŴ : Non-cMorinebleachingofkraftpulpll.

Ozonationofmethy14-0-ethyトβ-D-glycopyra-

noside (1),Preparationofauthentic carbonyl

sugarsandtheiranalysISbygaschromatogra-

phy and mass spectrometry,J.WoodChem.

Technol.,15,4531471(1995)

岸本崇生,中坪文明,村上浩二,梅揮俊明 :クラ

フ トパルプの無塩素漂白 第二報,カルボ二ル糖

標晶の調製とガスクロマ トグラフー質量分析計に

よる解析

クラフ トパルプの無塩素漂白法の検討の一環と

して,カルボニル糖標品の調製とそのガスクロマ

トグラフ-質量分析計による解析を行った｡

T.HATTORI,N.KoNr)OUandM.SrllMAI)A: A new

biomimeticdegradationofnopnphenolic(L car-

bonylp -0-41igninmodelcompoundswithMn

(lH)inthepresenceofoxalateanddimethylsul-

foxide,MokuzaiGakkais/u'.41,1176-1178(1995)

服部武文,近藤 登,島田幹夫 :Mn(川)/シュウ

酸/ジメチルスルホキシド共存下での非フェノール

性α一カルボ二ルβ-0-4型リグニンモデル化合物の

新 しいバイオミメティック分解

Mn(III)/シュウ酸/ジメチルスルホキシド共存下

でのリグニンモデル化合物の分解反応機構を解明

するため, -802のとりこみ実験を行ったoこの分

解反応には,空気中の酸素分子は必須ではない事

が明らかとなったが,反応を空気下行うと,反応

生成物-の酸素分子のとりこみ率は約 40%であっ

た｡
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T.HATTOlモ1.N.KoNl)OU,S.MIYATAandM.SIIIMAl)A:

AnovelMnp-mimeticbreakdownofrecalcitrant

nonphenolic Jigninmodelcompoundswithtwo

electronpuHnggroupsinthepresenceofMn

(JH)andoxalate.Proceedt'ngsofthe61hInterna-

tiona/ConferenceonBiotechnologyinthePulp

andPaperIndustry'･AdvancesinApp/Ledand

FundamentalResearch,4591462(1995)

服部武文,近藤 登,宮田 聡,島EH幹夫 :Mn(‖)

/シュウ酸 を用いる2つの電子求引基を保有する難

分解性非フェノール性 リグニンモデル化合物の新

しい分解系の開発

マンガン(1日)/シュウ酸により,リグニン分解酵

素には錐分解性のリグニ ンモデル化合物を分解さ

せる反応系を兄い出した｡

M.SmMAl)A:Recentadvancesinmicrobial,en-

zymatic,andbiomimeticlignindegradationre-

search.Proceedingsofthe61hlnternationalCon-

ferenceonBt'ofeChnologyL'nthePulpandPaperln-

dusfry:AdvancestenApp/ledi,EndFundamental

Research.17-23(1995)

島田幹夫 :微生物,酵素,バイオミメティック系

によるリグニン分解研究の最近の進展

微生物,酵素,バイオ ミメテ ィック系によるリ

グニンの分解研究に閲 し,最近の進歩 と研究の展

望について概説 した｡

T.ToKIMATSl｣.T.UML･:ZAWAandM.S-1Al)A:Synth-

esis ofFourDiastereomeric Lignin Carbohy-

drate Complexes (LCC) ModelCompounds

Composedofa β-0-4LigninModelLinkedto

Methylp-DIGlucosjde.flo/zforschung.50.]561

160(1996)

時松敏明,極洋俊明,島田 幹夫 :β10-4型 リグニ

ンモデルとメチルβ-I)-グルコシドが結合 した LCC

モデル化合物の4枚のジアステレオマーの合成

β-0-4型 リグニ ンモデルとメチルβ-Ⅰ)一グルコシ

ドが αエ ーテル結合した LCCモデル化合物の4種

のジアステレオマーの新規の合成法を報告 した｡

本合成法ではβ-0-4部分構造の炭素および糖部分

に由来するジアステレオマーをそれぞれ別個に得

録

ることができた｡

T.To…ⅠATSU.S.lH.AllN,T.UMLLZAWA,T.Ĥ TTORl

andM.SIIIMAl)A:Oxidativebreakdownofp-0-4

typeLCCmodelcompoundbyligninperpxidase

from Phanerochaetechrysospon'um,Proceedingsof

the61hlnternalionalConferenceonBiotechnology

tenthePulpandPaperIndustry:AdvancesinAP-

P/ledandFundLtmenlalResearch,455-457(1995)

時松敏明,安 世喜,梅滞俊明,服部武文,島田

幹 夫 : β-o･･4型 LCCモ デ ル 化 合 物 の

phanerochaetechTySOSPOrium由来の リグニンペ ル

オキシダーゼによる酸化分解

LCCモデル化合物のエ リスロ体 (leョ) とスレオ

体 (1t2) をPhanerochaetechrysosport'umの リグ

ニンペルオキシダーゼで酵素分解 した結果,主生

成物 として4-0-ethylvanlllln(Pl)を得た｡酵素を大

量に加え長u引F"'Jインキュベ- トした場合には,1-(4-

ethoxy-3-methoxyphenyl)-Lox0-2,3-propandiol(PZ)

も得られた｡この結果はLCCモデル化合物のCα-

c J,}結合および糖部分とのCa-エーテル結合が酵素

酸化により切れることを示 している｡

T.ToKIMATH｣,SMIYATA,S.-H.AHN,T.UMIl.JZAWA.T.

HA'Ⅰ､′Il()lくlandM.S川M̂l)A: DegradationofNon-

Phenolicβ-O ldTypeLigninCarbohydrateCom-

plex ModelC()mpoundsby Lignin Peroxidase

from the Whit(卜RotFungusPhanerochaetechTy-

sospon'um.MoktLZaiGakkaishi.42,173-179(1996)

時松敏明,宮田 聡,安 世喜,梅津俊明,服部

武文,鳥目雄牛夫 :白色腐朽菌phanerochaetechly-

sosLWn'umのリグニンペルオキシダーゼによる非フ

ェノール性 β10･-4型 LCCモデル化合物の分解

エ T)スロ型およびスレオ型の,非フェノール性

β-0-4型 LCC二[デ ル化 合 物 (1)を 白色 腐 朽 菌

P/MnerOChaefec/7rySOLVPOrt'umの リグニンペルオキ

シダーゼ(Lip)により酸化分解 し,Ca-C′溌 i合と

C(,一エーテル結合の開裂生成物として4-0-エチルバ

二ン(P)を,確認,定量 した｡1の各ジアステレオマー

からこのベンズアルデヒド体が生成する初速度を,

β-0-4型 リグニ ンモデル(2),ベラ トリルアルコー

ルキシロシ ド(3),及びベラ トリルアルコール(4)
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のそれと比較すると,分解速度は4>3スご2>1

の順であった｡LCCモデル基質1の酵素酸化によ

って生成するベンズアルデヒド体の量はシュウ酸

の共存によって減少した｡しかし,同じ反応系内で,

シュウ酸は二酸化炭素に分解された｡注目される

ことに,LCCモデル基質 (1と3)からベンズアル

デヒドを生成する反応速度が対応するリグニンモ

デル基質 (2と4)のそれより遅いことは対照的に,

LCCモデル基質を含む反応系はリグニンモデル基

質の反応系よりも効率よくシュウ酸を分解した｡

以上の結果は,LiPによって-電子酸化されて生成

したLCCモデル基質のカチオンラジカル中間体は

シュウ酸を1電子酸化 し,カチオンラジカル中間

体自身はもとの基質に還元されることを示してい

る｡

木村 聡,伊東隆夫 :ホヤでみられる新 しいセル

ロース合成の場,電子顕微鏡,31,59-61(1996)

ホヤの表皮細胞にグロメルロサイトという細胞

を分化させるミサキマメイタボヤにおいて,グロ

メルロサイト内の液胞様構造の中でセルロースミ

クロフィブリルの束が形成されることを明らかに

した｡液胞様構造でどのようにしてセルロースミ

クロフィブリルの東が形成されるのかについて模

式図をもちいて説明を加えた｡

伊東隆夫 :遺跡にみるカヤノキの利用,林業技術,

3,12-13(1996)

カヤノキに関する特集号で筆者はカヤノキが遺

跡等から出土したどのような木製品に利用されて

いるのかについて説明し,昔の人々のカヤノキの

利用の傾向について概説した｡

T.ITOIlandT.FujINO : Cellwallarchitectureofa

greenalga,OocysitsapiculakZ,byrapid-freezlng

anddeep-etching,AbstractstenCellWallMeeting

'95,ed.,Ⅰ.ZarraandG.Revilla,37(1995)

伊東隆夫,藤野猛史 :急速凍結 ･ディープエッチ

ング法で観察 した緑藻,oocystisapiculataの細胞

壁構造

淡水緑藻のOocystisapiculataの細胞壁をアルカ

リ抽出 (4%および24%KOH)あるいはaceticni-

trate処理の前後に急速凍結 ･ディープエッチング

をおこなって観察 し,通常の超薄切片法による観

察結果と比較 した｡その結果,超薄切片法ではみ

られない内部の構造の詳細が観察可能となった｡

伊東隆夫 :1993年採集木材の樹種,日中共同尼雅

(こヤ)遺跡学術調査報告書第一巻,日中共同ニヤ

遺跡学術調査隊,179-181,図版22,23(]996)

1993年のこヤ遺跡の調査により中国側の許可の

もとに持ち帰られた木片20点の樹種を顕微鏡によ

り同定した結果ノ､コヤナギ属13点,ヤナギ属 5点,

タマリクス属 1点,環孔材 1点が検Ⅲ.Sれた｡そ

のうち木製品は5点で木椀がハコヤナギ属,木杭

がヤナギ属,用途不明木製品のうちヤナギ属が2

点,ハコヤナギ属が1点であった｡

伊東隆夫 :森林の利用,平成 8年度森林インスト

ラクター養成講習,全国森林 レクリエーション協

会,1-23(1996)

第 1章 :世界の木材生産,第2章 :木の文化,

第3章 :木の肌ざわり,第4章 :樹木の形態,第

5章 :木材の細胞構成,第6章 :木材の特性,第

7章 :木材の加工,第8章 :木材の成分,第 9章

:木材の保存,にわけて概説した｡

J.SuGIYAMA andT.OkANO :Supermolecularstruc-

tureofceHulose I,TrendsinMacromol.Res.,1.

315-322(1994)

杉山淳司,岡野 健 :セルロースの超分子構造

セルロースの固体構造に注目して,構造解析研

究の動向について総説した｡

A,P.HIiINL･lR,J.Su(,lyAMA,and0.Ttl:LliMAN : Crystal-

一ine cell山ose lO and lβ studied bymolecular

dynamicssimulation,Carbohydr.Res.,273.2071

223(1995)

A.P.HEINl工R,杉山淳司, 0.Tl1.,1ノmIAN :分子動力学

シュミレーションによるセルロースⅠ｡とⅠβの構造

分子動力学計算によりセルロースlαとIpの構造

モデルについて検討した｡単斜晶は三斜品に比べ

て-8.7kJmol~lcellobiose~lより安定であった｡単斜

晶においては,隣り合う (200)面の分子鎖の回転
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角が若干異なっており,水素結合に都合がよい配

置となった｡三斜晶では分子鎖は単斜晶の (200)

面相当の平面に平行ではなかった｡核磁気共鳴の

C6シフ トについては,C6の回転角より上手 く説

明された｡赤外線吸収のOH伸縮領域の吸収帯 も

モデルによって定量的に説明できた｡これらの結

果から,単斜晶の (200)面シートのうち】つが≡

斜晶に近いことが示された｡

M.WADA,T.OItANO,J.SUuYAMA and F.HoR‖

Characterizationoftension and normaHy ligni-

fiedwoodceHuloseinPopuLusmaximowiczF'.Cel-

/ulose,2,223-233(1995)

和田昌久,岡野 健,杉山淳司,堀井文敬 :ドロ

ノキのあて材および正常材のセルロースのキャラ

クタリゼーション

ドロノキの引張あて材 と正常材に含 まれるセル

ロースについて,Ia/Ip (三斜晶/単斜晶)の観点

から調べた｡固体核磁気共鳴,赤外線吸収,制限

視野電子回折,X線回折などの手法を用いて検討

した結果,あて材も正常材も結晶性の違いはある

ちのの,I,9 (単斜品)が優先的なタイプと判断さ

れた｡

Y.SAITO,T.OKANO,H.C1iANZYandI.SU(jll̂MA :

Structuralstudyof(ユ Chitinfrom the grasplng

spinesofthearrowworm (Sagittaspp.).J.Sfurc-

J〝.βわg..114,218-228(1995)

斉藤幸恵,岡野 健,H.CIlANZY,杉L情事司 :ヤム

シ (Sagittaspp.)の顎毛に存在するcxキチンの構

造研究

ヤムシ (Sagittaspp.)の顎毛に存在する高結晶

性のαキチンについて,電子回折ならびに高分解

能電顕により調べた｡回折パターン上には空間群

p212121では許されない回折点が現れるが,それは

結晶粒が大きいことによる二重反射と判断した｡

従って,空間群 p212121は妥当と思われ,分子鎖は

逆平行に充填されていることが明らかになった｡

K.BABA,K.AI)ACⅢ.T.TAKl二,T.YoKOYAMA,T.ITOll,

T.NAKAMUl～A:InductionoftensionwoodbyGA3-

treatmentinbranchesofJapanesecherry,Pru-

録

nusspachiana,ofWeepingtype.PlantCellPhy-

siol"36,9831988(1995)

馬場啓一,足立香織,武 輝美,横山敏孝,伊東

隆夫,中村輝子 :ヤエペ二シダレの枝における

GA∃(ジベレリン)処理による引張あて材の誘導

しだれ性のサクラ,ヤエペニシダレの当年枝が

成長する際に,枝の先端部にジベレリン処理を施

し続けると枝はしだれず,立ち性のものと同じよ

うな樹型となる｡このとき,未処理の当年枝 とジ

ベレリン処理の当年枝の木口切片を作成 し顕微鏡

観察すると,未処理の当年枝木部にはあて材の形

成が見られないのに対 し,ジベ レリン処理を施 し

た枝では枝の上側に引張あて材が形成されていた｡

また,ヤエペニシダレと品種系統の近い立ち性の

エ ドヒガンでも枝の上側に引張あて材が通常形成

されていた｡以上の観察結果から,ヤエペニシダ

レのしだれ現象は,何らかの遺伝的変異によって

形成層活動にジベ レリンが作用 しなくなり,あて

材形成能を失って枝が垂れるものであると示唆さ

れた｡

Y.AŝDA.A.WATANAI3Ii,Y.OHTSUandM.KUwAHARA

: Purification and characterizationofan aryl-

aIcoholoxidasefrom thellgnln-degradingbasi-

diomycete Phanerochaetechrysospon'um,Biosci.

Biolech.Biochem..59,133911341(1995)

麻田恭彦,渡辺 彰,大津善雄,桑原正章 :リグ

ニン分解性担子菌,phanerochatechrysospon'umが

生産するアリールアルコール酸化酵素の生成と諸

性質

Ph.C/wysoslWrt'umの菌糸体柚鮎夜中にアリール

アルコール (AA)酸化酵素活性が検出された｡本

酵素はバニリールアルコールなどのAAによって

誘導生産されることが示唆された｡本酵素を電気

泳動F別二均一状態に精製した｡本酵素は分子量約

78.000のモノマー酵素であ り,その等電点は5.35

であった｡本酵素の補欠分子属としてFADが同定

された｡活性の至適 pHは6.0から7.0,至適温度は

45℃であり,本酵素はpH5.0から8.0,30℃まで安

定であった｡本酵素は複数のAAの酸化反応を触

媒したが,脂肪族アルコールには不活性であった｡

本酵素活性はSH試薬により強く阻害された｡
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Y.AsADA,A.WATANABIL,T.IleIIT.,T.NAKAYAMAandM.

KIJWAHAI～A : Structures ofgenomic and com-

plementary DNAscoding forPleurotusostl･eatuS

manganese (ll)peroxidase,Biochim.Biophys.

Acta,125l.2051209(1995)

麻田恭彦,渡辺 彰,入江俊一一,中山 亨,桑原

正章 :pleurotusostreatusのマンガンペルオキシ

ダーゼをコー ドする染色体 DNAおよびcDNAの

構造

Pleurotusostreatusの生産するマンガン (ⅠⅠ)ペ

ルオキシダーゼ (MnP)の制御機構と構造/機能の

関連を検討するためにカセットープライマーPCR法

によりMnPの主要アイソザイムに相当する全長染

色体 DNAおよびcDNAを増幅 した｡cDNAは361

アミノ酸残基をコー ドする1083bpのORFを持ち,

その中にはプレプロ構造を持つ29アミノ酸残基の

シグナルペプチ ドが含まれていた｡推定されるア

ミノ酸配列は糸状菌リグニンおよびマンガンペル

オキシダーゼに共通するいくつかの特徴を有 して

いた｡構造遺伝子の5′一側領域には, 1つの金属応

答エレメントと2つのヒー トショックエレメント

類似の配列が認められた｡また,構造遺伝子は15

のイントロンを含み,これらは既知のMnP遺伝子

よりもむしろリグニンペルオキシダーゼ遺伝子に

近い配列であった｡

中西謙二,桑原正章 :乳酸菌によるタケノコのチ

ロシン分解,日本食品科学二Ⅰ二学会誌,43,251-258

(1996)

乳酸菌によるチロシン分解活性をチロシンを基

質として,静置培養により試験 したo活性は培地

中のチロシンの減少をHPLCで分析することによ

り行った｡培養中にチロシンをチラミンに変換す

る7種類の乳酸菌を35菌株の標準菌株中から選択

した｡高い分解活性がEnterococcussp.とLacto-

coccuslactissubsp.cremorisにおいて認められ,こ

れらは培養 3日目に加えた 1% (W/V)の濃度の

チロシンの半量以上を分解 した｡生育菌体を用い

た場 合,EnterococcusfaecalisIFO3971とLacto-

coccuslactissubsp.cremorisはチロシンを分解し,

かつ,熱水により加工されたタケノコ中に存在す

る主としてチロシンからなっている白色の粒子を

可溶化する最 も高い活性を有していた｡反応後,

乳酸と酢酸の含量は増加 したものの,糖の含量は

減少した｡

T.W T̂ANABE,R.MATSUIi,Y.HoN[)AandM.Kuŵ IIARA

:DifferentialactivitiesofallPaSeandprotease

towardstrait-andbranched-chainacyldonorsin

transesterificationtocarbohydratesinanorganic

medium,Carbohydr.Res.,275.215-220(1995)

渡辺隆司,松栄里任,本円与一,桑原正章 :有機

溶媒中での炭水化物の トランスエステル化反応に

おける直鎖および分岐鎖アシル供与体に対するリ

パーゼおよびプロテアーゼの識別活性

有機溶媒中での炭水化物のアシル化反応におけ

るリパーゼとプロテアーゼの能力を分析 した｡グ

ルコースは市販の粗製リパーゼやプロテアーゼに

よりピリジン中で種々の直鎖および分岐鎖アシル

供与体と反応 したO得られた結果から,アシル供

与体と酵素の基質結合 ドメインの間の相互作用に

関 して考察 を加 えた. さらに,Pseudomonasu

cepaciaのリパーゼによるpニ トロフェノールのエ

ステル転移反応におけるアシル受容体の立体効果

についても考察を加えた｡

S.Yosllll)A,T.WATANAf3L;,,Y.HoNNl)AandM.KuwA-

HAm ･ Reaction of lignln PerOXidas of

Phanerochaelechrysospon'um inorganicsolvents.

Biosci.Biotech,Biochem"60,711-713(1996)

吉田晋一一,渡辺隆司,本 田与 一一,桑原正章 :

phanerochaetechTySOSPOrium由来 リグニンペルオ

キシダーゼの有機溶媒中における反応

白色腐朽菌phanerochaetechrysosporE'um由来リ

グニンペルオキシダーゼの有機溶媒中での活性を

測定 した｡その結果,70%のグリコール系の溶媒

やアセ トン中で3.3′-ジメトキシベンチジン (DMB)

の酸化活性が認められ,特に70%エチレングリコー

ル (EG)中の活性は水中よりも高 くなった｡水中

及び70%EG中における反応速度の差について,敬

収スペクトル及びESRスペクトルにより検討 した

結果,水中と70%EG中ではDMBの酸化はどちら

ち-電子酸化で進行するが,反応中間体に違いが

あることが明らかとなり,このことが両溶液中の
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酸化反応速度の差に起因することが示唆された｡

K.MIKAMI三,T.WATANABli.Y.HoNL)AandM.KLTWAllARA

: Structure and microbialdecolorization of

xyLanase-resistantchromophoricxyIansisolated

from unbleachedkraftpulp.WoodResearch.No,

82,28-30(1995)

三亀啓吾,渡辺隆司,本田与一一,桑原正章 :末晒

しクラフ トパルプから分離 したキシラナーゼ抵抗

性の発色団を持つキシランの構造と微生物的分解

キシラナ-ゼに対 して抵抗性の発色性キシラン

を未晒 しクラフ トパルプ (UKP)から分離 し,棉

造を解析 した｡環境に対 して安全なUKPの漂白シ

ステムを発展させるため,ベンジルエーテル結合

を分解する微生物をスクリーニングした｡

T.WATANABl工.K.MIK/ulLi.Y.H()NDAandM.KUWAllAllA

: Characterization and microbjaltreatmentof

xylanase-resistantxylans extractabIe from un-

bleachedkraftpulp.Proc.6thlnternatL'ona/con-

feren('eonBiolechnologyinthePulpandPaperIn-

dustry.Vienna.99-102(1996)

渡辺隆司,三亀啓吾,本田与一,桑原正章 :未晒

しクラフ トパルプから抽出されるキシラナーゼ抵

抗性キシランの特性化と微生物処理

セルラーゼ/キシラナ-ゼメンブランバイオリア

クターにより加水分解 した後の広葉樹末晒 しクラ

フ トパルプ (UKP)から水に可溶性のキシラナ-

ゼ抵抗性キシラン画分 (LF-D) を分離 した｡LF-D

はβ-1,4結合 したキシラン鎖の他,Na,Si,Sな

どの除去不可能な元素を70%以上含んでいた｡核

交換反応やニ トロベンゼン酸化はLF-Dがキノイド

構造に富む微量のリグニンを含んでおり,この構

造がクラフ トパルプ化工程において部分的に脱メ

チルされることを示 した｡発色団を有するキシラ

ナ-ゼ抵抗性のキシラン画分 (LF-D)は Trametes

versicolorやバクテリアのフローラにより部分的に

脱色されるが,これには菌体外 リグニンペルオキ

シダーゼ,Mll一ペルオキシダーゼ,ラッカーゼやキ

シラナ-ゼは関与 していなかった｡

S.YosⅢf)A.T.WATAN̂13L･:,Y.HoNI)AandM.KuwAllAliA

:ReactionoflignlnPerOXidaseinorganicsoレ

録

vents. Proc16th Internationalconference on

Biotechno/ogyinthePulp andPaperIndustry.

vienna,401-404(1996)

吉田晋一,渡辺隆司,本田与一,桑原正章 :有機

溶媒中におけるリグニンペルオキシダーゼの反応

リグニンペルオキシダーゼ (LIP) を酢酸 N-ヒド

ロキシスクシンアミドエステルとメ トキシポリエ

チレングリコール ･スクシニ ミジル ･スクシネ-

トで修飾 した｡非修飾および修飾 LIPはエチ レン

グリコールやメチルセルソルブなど,70%水混和

性有機溶媒中において水中よりも3,3′-ジメ トキシ

ベンチジンをより速やかに酸化 した｡さらに,Lip

は3,3′-ジメ トキシベ ンチジン, 0-およびp-フェニ

レンジアミン,0-アミノフェノールなどのフェノー

ルや芳香族ア ミンを酸化 した｡Uv/可視および

ESRスペクトル分析により,3,3′-ジメ トキシベン

チジンの酸化中間体は水中およびエチ レングリ

コール中では異なることが明らかになった｡

D.lM.MÎ0,H.SAKAl.S.OKAMOTO,M.OKUr)A,Y.HoN-

[)A,Y.KoMANOandM.BA(iDASARIAN:Theinterac-

tionofRepC initiatorwithiteronsinthereplica-

tionofthe broad host-range plasmjd RSF1010.

Nucl.AcidsRes.23.3295-3300(1995).

苗 登明,酒井 裕,岡本理志,奥田元美,田中

克典,本[朴与一一-,駒野 徹, ミハエル バグダサ

リアン :広宿主域プラスミドRSFIOIOの DNA複

製におけるRepC開始蛋白質と繰返 し配列の相互

作用

高宿主域プラスミドRSFIOIOの複製オリジン内

に存在する繰返 し配列と開始蛋白質であるRepCの

相互作川がDNA複製開始において果たす役割を解

析するために,精製したRepC蛋白質と合成 した繰

返 し配列 を用いた結合実験を行ったところ,蛋白

質の結合によりDNAの折れ曲がりが起きることが

明らかになった｡また,繰返 し配列内に様々な置

換突然変異株を作成 し,invL'noにおける複製開始

活性を解析 した結果,RepC蛋白質と繰返 し配列が

複合体を形成することがDNA複製の開始に必須で

あることが明らかとなった｡

T.T̂ KArÎSIiI.Y.HoNl)A.T WATANABEandM.KuwA一
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HAR人 : Mo一ecularclonlng Ofgenes encoding

manganase peroxidase (MnP) from Pleurotus

ostreatus,woodResearch,No.82,25127(1995).

高橋 理,本田与-,渡辺隆司,桑原正章 :

pleurotusostreatusのマンガンペルオキシダーゼ

(MnP)をコードする遺伝子のクローニング

白色腐朽菌ヒラタケのリグニン分解機構のキー

エンザイムであるマンガンペルオキシダーゼの発

現機構を解明し,リグニン生分解機構の分子レベ

ルでの解明を目指して,PCR法を用いてマンガン

ペルオキシダーゼをコードする遺伝子のクローニ

ン グ を 試 み た｡ そ の 結 果, 白 色 腐 朽 菌

Phanerochaetechrysosporium由来のマンガンペル

オキシダーゼと相同性の高い蛋白質をコードして

いる遺伝子断片が単離された｡

Y,TA(iUCIIl,K.TANAKA,Y.HoNDA,D.-M.MIAO,H.

SAKAl.T.KoMANOandM.BA(;1)ASARIAN:AdnaAbox

canfunctionaHysubstitute forthe prlmlng Slg-

nalsintheoriYofthebroadhost-rangeptasmid

RSF1010.FEESlett"388,169-172(1996).

田口善智,田中克典,本田与一,苗 登明,酒井

袷,駒野 徹,ミハエル バグダサリアン:dnaA

boxによる広宿主域プラスミドRSFIOIOの DNA

複製開始領域内に存在するプライミングシグナル

の機能的代替

プラスミドRSFIOIOのDNA複製開始領域の近傍

に大腸菌の染色体複製開始蛋白質であるDnaAの

結合配列を挿入したキメラ複製オリジンを作成し,

複製開始活性を解析した｡その結果,プラスミド

複製に必要な2つのRep蛋白質のうち,RepB'プ

ライマーゼが存在していなくても複製可能であく

ことが明らかとなった｡また,このキメラレプリ

コンは,dnaA46変異株内においては,非制限温度

下においても複製できなかった｡これらのことか

ら,DnaA蛋白質とその結合配列がプラスミド特異

的なプライミング反応を機能的に代替できるとい

うことが明らかになった｡

小幡谷英-〟,則元 京 :木管楽器 リー ド用葦

(ArundodonaxL.)材の吸着等温線,木材学会誌,

41,1079-1085(1995)

水抽出前後の葦 (ArundodonaxL)および単離

した抽出成分の吸湿等温線を求めた｡摘出前後の

葦の平衡含水率は,摘出後のそれに比べ,40%以

下の湿度では低く,50%以上の湿度では高かった｡

抽出成分は,低湿度域ではほとんど吸湿しないが,

高湿度域では多量に吸湿した｡抽出前の葦の繊維

飽和点は,35%以上と推定された｡一方,抽出後

のそれは,21%と推定された｡

葦の吸湿等温線に,Hailwood-Horrobinの吸着式

を適用し,水和水量と溶解水量を分離した｡摘出後,

水和水量は増加 し,溶解水量は減少した｡この結

果は,抽出成分の水のほとんどを溶解水の形で吸

着することを示した｡

葦中の摘出成分の吸湿等温線を,単離したもの

のそれと比較 した｡両方の平衡含水率は,低湿度

域ではほとんど等しかったが,50%以上,特に80%

以上の湿度で,葦中の摘出成分の平衡含水率が,

単離 したもののそれより低かった｡このことは,

細胞壁に存在する抽出成分の水吸着が抑制されて

いることを示した｡

小幡谷英一,則元 京,長松正明 :異なる材料で

作製 したクラリネットリー ドの官能模査,日本音

響学会誌,52,24-29(1996)

7種類の材質のクラリネット用リードを作製し,

奏者による官能検査を行った｡そして,奏者によ

るばらつきの小さかった音色の良さの心理量を,

リードに用いた材料の幾つかの物性値と比較した｡

音色の心理量 Tm と,リードの長さ方向の音速 vI,

との間には,正の相関が,幅方向の動的ヤング率

E"との間には,負の相関がそれぞれ存在した.そ

の結果,Tm とlog(V._7/Ew) との間には,良好な直

線関係が認められた｡プラスチック材料のリード

のTn､が低かったのは,その物性値が等方的である

ためと推察された｡一一万,アカエゾマツやキリで

作られたリー ドの Tmが,葦 (ArundodonaxL)

で作られたリー ドのそれよりも高 く評価された｡

この結果から,ある種の木材を葦の代替材として

用いる可能性が示唆された｡

小幡谷英一,横山 操,則元 京 :低温領域にお

ける木材の力学緩和と誘電緩和 (第 l幸B),一級水
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酸基 と吸着水に基づく緩和について,木材学会誌,

42,243-249(1996)

シ トカスプルース材の繊維方向の動的弾性率と

損失弾性率を周波数 1Hz,3.5Hz,llHz,33Hzに

おいて,誘電率と誘電損失を50Hz,110Hz,1kHz,

10kHz,100kHzにおいて,-150℃～ 0℃の温度範

囲で測定 した｡仝乾状態では,一つの力学緩和と

一つの誘電緩和が認められた｡両者の緩和周波数

の対数 と絶対温度の逆数の関係は,一つの直線で

表 され た｡ 見 か けの 活性 化 エ ネル ギー は,

9.8kcal/molであり,これらの緩和は,細胞壁の非

晶域における一級水酸基の回転運動に基づ くもの

と考えられた｡低含水率域において,新たに一つ

の力学緩和 と一つの誘電緩和が認められたO含水

率の増加とともに,損失弾性率および誘電損失の

ピークは増大 し,ピークの現れる温度位置は,低

温側に移動 した｡含水率約 3%で,見かけの活性

化エネルギーは,力学緩和において16kcal/nlOl,

誘電緩和において17kcal/molであった｡両者の緩

和は,吸着水の連動によるものと推察された｡また,

1%以下の水分の存在によって,全乾状態に比べ,

一級水酸基の運動に基づ く損失弾性率および誘電

損失のピーク値は若干低下 し,動的弾性率は測定

温度範囲で増加 した｡これらの結果から,低温度

領域においては, 1%以下のわずかな吸着水が,

木材成分分子鎖間の凝集力を高め,一一級水酸基の

運動に若干の影響を与えるものと考えられた｡

U.W T̂ANABl;,andM.No…10TO: Shrinkage and

ElasticityofNorma一andCompressionWoodsin

Conifers.Mokuzat'GakkaLshi,42.6511658(1996)

渡辺宇外,則元 京 :針葉樹正常村及びあて材の

収縮と弾性

スギ (CryptomeriaJlaponicaD.Don), ヒ ノキ

(Chanaecypart'sobfusaEndl.),シ トカスプルース

(piceasifchensisCarr.),および熱帯産針葉樹であ

るア ガチ ス (AgathE'sbomensL'SWarb.) イゲ ム

(PodocarpusimbrLIcalusBl.)の正常材 と圧縮あて

材について,圧縮率 と比重およびヤング率の関係

を調べた｡

アガチスにおいて,樹幹横断面上で不規則に分

布 している濃色の材部は,典型的な圧縮あて材の

録

特徴を示 した｡明確な成長論をもたないアガチス

材やイゲム材において,木口面での異方的な収縮

が認められた｡

繊維方向において,正常材では,収縮率と比重

の間に明確な相関は見られなかったが,圧縮あて

材では,比重の増加と共に収縮率は増加 した｡放

射方向においては,正常材の収縮率は,概ね,比

重の増加と共に増加 したが,圧縮あて材の両材で,

収縮率と比重の間に相関は見られなかった｡

放射方向と接線方向において,正常材および圧

縮あて材における収縮率 とヤング率の間の明確な

相関は,正常材の放射方向における結果を除いて,

見られなかった｡一方,繊維方向においては,正

常材と圧縮あて材について,収縮率と比ヤング率

の間で非常に高い相関が見られた｡関係は,双曲

線式で表された｡

R.Ŷ sUI)A.K.MlNATOandM.NolilMOTO:Moisture

AdsorptionThemodynamicsofChemicaHyMod-

ifiedWood.Holzforschung.49.548-554(1995)

安E叩担恵,湊 和也,則元 京 :化学修飾木材の

水分吸着の熱力学

無処 理 及 び化 学処 理 木材 の吸着等 温線 が

Hailwood-Horrobin式によって解析され,熱力学諸

芸の含水率依存性が,化学処理による構造変化な

らびに吸着式より分離された2種類の水の量に基

づいて比較された｡

Y.LIU.M.NottIMOTOandT.MoROOKA:Quantitative

ExpressionontheLargeTransverseCompress-

ion Deformation Re一ationships Between Stress

and StrainonWood.SientiaSi/VaeSinicae.3l,

436-442(1995)

劉 -星,則元 京,師岡淳郎 :木村の横圧縮応

力ーひずみ図の定量的表現

17樹種について,20℃ ･気乾状態,20℃ ･飽水

状態,loo℃ ･飽水状態において放射方向の圧縮応

力ーひずみ図を測定 し,それらを表現する構成方

程式を求め,式に含まれる定数の物理的意味を考

察した｡

M.SuGIYAMA,E.OBATAYAandM.NortIMOTO:Vis-
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Coelastic Relaxation of Chemically Treated

Woods,WoodResearch,No.82,31-33(1995)

の粘弾性緩和

代表的な化学処理木材の力学緩和を広い温度領

域で測定し,各緩和に関係する分子運動について

考察した｡

則元 京 :第5章木材の高性能 ･高機能化,木質

新素材ハンドブック (木質新素材ハンドブック編

集委員会編),技報堂出版,pp.406-416,491-501,

701716(1996)

各種化学処理木材の性質,性能について解説し

た｡

M.N()lmIOTO:ViscoelasticPropertiesofChemi-

callyModified Wood,"ChemicalModificationof

LlgnOCelltllosicMaterials" (D.N.S-.Hon ed.)

P.311-330MarcelDekker,Inc.,New York,Basel,

HongKong,1996.

則元 京 :化学処理木材の粘弾性

代表的な化学処理木材の構造と粘弾性について

解説したo

野村隆栽 :煤煙熱処理木材の効果とそのメカニズ

ムー第 1回 ･木材の煤煙熱処理について-,

HEAVYTIMBER,25,33135(1996)

木材の煙煙熱処理の一般的概念とその基本とな

る原理を解説した｡

野村隆裁 :煤煙熱処理木材の効果とそのメカニズ

ムー第 2回 ･煤煙熱処理の問題点-,HEAVY

TlMBER,26,32133(1996)

木材の燥煙熱処理の現状における問題点を解説

した｡

野村隆栽 :燥煙熱処理木材の効果とそのメカニズ

ム一第 3回 ･樹木の成長応力と煤煙熱処理による

その軽減て-,HEAVYTIMBER,27,46-47(1996)

樹木が種々の外力や自重に抗 して樹体を維持す

るために樹体内に形成されるプレ･ス トレスは

我々が樹木を利用する際色々の障害となるOこの

- 186

プレ･ス トレスの発生の原因と煤煙熱処理による

その軽減について概説した｡

野村隆哉 :燥煙熱処理木材の効果とそのメカニズ

ム一第 4回 ･煙が木材に及ぼす化学的効果と処理

材の寸法安定性-,HEAVYTIMBER,28,28-29

(1996)

木材の煤煙熱処理する際用いる燃料としての木

材の燃焼ガスに含まれる化学成分が木材の寸法安

定性に寄与する可能性を概説した｡

野村隆哉 :煉煙熱処理木材の効果とそのメカニズ

シリーズで概説 した木材の煙煙熱処理に関して

種々の疑問点を総括 し,今後の展望についてまと

めてある｡

T.IwATA,K OKAMLTRA,J.AzuMA andF.TANAltA:

Molecularand CrystalStructure ofCellulose

Acetate Dipropanoate (CADP.610-acetyl-2,3-

di-0-propanoylcellulose),Cellulose,3.107-124

(1996).

岩 田忠 久,岡村圭造,東 順一,田中文男 :

Molecularand CrystalStructure ofCeHuLose

Acetate Dipropanoate (CADP,6-0-acetyI-2,31

dil01PrOPanOylceHulose)

LALSを用いて,X線繊維図と電子線回折の結果

をもとに立体化学的リファインメントを行うこと

により,セルロースアセテートジプロピオネート

(CADP,6-0-acety1-2,3-dト0-propano)′lcellulose)

の分子構造および結晶構造を決定した｡結晶学的

な解析からは,CADPがa-1.088nm,b(LIniqtle

axis)-1.593nm, C(fiberaxis)- 1.509nm, β-

94.10 の単斜晶系でP21の空間群をとることがわか

った｡回折強度をもとに分子モデルをリファイン

して決定した最適構造は,X線繊維図から求めた

三次元情報についてR-0.217(R〝-0.195),電子

線回折像から得られたベースプレインのデータに

ついてR-0.198の結晶学的信頼度因子の値を示し

た｡CADPの結晶構造では,1個の単位胞に右巻

き三回螺旋の2本の分子鎖が逆平行鎖の形で含ま

れていた｡
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T.IwATA.K.OKAMURA,J.AzuMAandF.TANAKA:

Molecularand Crysta一Structure ofCe=ulose

Propanoate Diacetate (CPDA,2,3-di-0-acetyl-

6-0-propanoylceHulose),Ce/lulose.3.91-106

(1996).

岩 田忠 久, 岡村圭造,東 順 一一, 田 中文男 :

Molecularand CrystalStructure ofCellulose

Propanoate Diacetate (CPDA,2,3-di-0-acety1-

6101PrOPanOylceHulose)

LALSを用いて,X線繊維図と単結晶の電子線回

折像をもとに,立体化学的リファインメン トを行

ない,セルロースプロピオネー トジアセテー ト

(CPDA,2,31dl101aCetyl1610-propanoylcellLtlose)

の分子構造 と結晶構造を決定 した｡CPDAの単位

胞は斜方晶系で P212121の空間群であり,その格子

定数はa-1.239nm,b-2.498nm,C(fibera光ls)-

1.044nmであった｡これらのデータと結晶の実測

密度をもとにすると,単位胞には4本の分子鎖が

含まれており,パラレル銀からなるペアーが逆平

行に二組含まれてお り,それぞれの分子鎖に於い

ては,個々の繰返 し単位 は二糖単位であった｡

cpDAの二糖単位の初期構造はセロ トリオースウ

ンデカアセテー トの真ん中の残基をもとに決め,

コンフォメーション解析の過程に於いて,このモ

デルをリファインした｡回折強 度をもとに分子モ

デルをリファインした結果,X線繊維図からの三

次元情報についてはR-0.272(R〝-0.246)の結晶

学的信頼度因子の値を示 した｡

T.ⅠWATA.F.TANAltA,K.Oh.AMUI～Aand∫.AzJLTM̂ :

CoformationalAnalysISOfCelluloseTributyrate

andCeHuloseTrivalerate.Sent/Gakkaisht'(J.Soc.

Ft'berScl.andTech.,Japan).52.423-429(1996).

岩I札忠久,田中文男,岡村圭造,東 Jll,EL･:Con-

formationaIAnalysISOfCelluloseTributyrateand

CeHuJoseTrivalerate

分子力学 プログラムMM2とJeffreyらのパ ラ

メーターセットを用いて,セルロース トリブチレー

ト (CTB) とセルロース トリバ レレー ト (CTV)

の単一分子鎖のコンフォメーションを研究 した｡

CTBのエネルギー表面では, 2回螺旋の対称を示

す領域の近 くに最も深いエネルギーの井戸があっ

録

た｡X線のデータはこの結果を支持 している｡こ

のエネルギーの井戸には,二種のコンフォメーシ

ョンが認められた｡一つは,正確に2回螺旋の対

称性を示 し,非対称単位の周期は結晶学的に求め

られた繊維周期と一致 しており, もう一つは,エ

ネルギー的には最も安定であったが,非対称単位

の周期だけが繊維周期 と一致 していた｡ トータル

エネルギーの値と側鎖の二面角の値を考慮すると,

前者のコンフォメーションよりも後者のコンフォ

メーションの方が妥当であることがわかった｡-一

方,CTVの最も安定なコンフォメーションは,エ

ネルギー表面上で,(2回螺旋の対称性,x線的に

求めた繊維周期の値,最も深いエネルギーの井戸

の)三つのすべての条件を満たしていた｡X線回

折パ ターンから分子鎖の充填状況を考えると,い

ずれの構造 も2本の分子鎖からなる分子対の中心

をヘ リックス軸として,その軸にそって 2回螺旋

の対称性を持っているものと予測された｡

田中文男 :セルロースの分子運動の視覚化による

分子鎖特性の解析,科学研究費補助金 (一般研究

(C))研究成果報告書,平成 8年3月.

コンピューターシミュレーションとコンピュー

ターグラフ ィ ックスの手法を併用 して,セルロー

スを骨格 とした分子鎖の分子運動の時系列変化の

様子 を,解析的のみならず,視覚的にも解析する

方法を確立 し,分子鎖の易動性と,それに影響す

る因子を詳細に検討 し,分子鎖の特性を解析した｡

井上雅文 :圧縮木材の製造技術,APAST.No.17,

5-9(1995)

木材の横圧縮変形,圧縮木材の物性,圧縮変形

の水分 ･熱回復,軟化, ドライングセ ット,変形

回復の機構,圧縮変形の固定について概説 した｡

井上雅文 :圧縮木材の作 り方 ･使い方,wood

Head,l(3).217(1995)

圧縮木材の製造方法について概説 した｡また,

家具川天板,洋家具や椅子のフレーム材,木製サ

ッシ,手す り,接合部材,その他の工芸品として

の圧縮木材の利用方法について,紹介と提案を行

った｡

- 18 7 1



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

関野 登,井上雅文 :木質ボー ドの寸法安定化技

術-厚 さ膨張のメカニズムと抑制方法-,木材工

莱,51,194-197(1996)

木質ボードの製造において,熱圧成型のメカニ

ズム,強度低下と厚さ膨張の関係,厚さ膨張抑制

のメカニズムについて概説した｡また,木質ボー

ドの寸法安定化技術として,エレメント接着力と

その耐水性の強化,水分侵入の阻止 ･遅延,架橋

結合の形成,内部応力蓄積の低減,内部応力の低

減について解説した｡

井上雅文,中田欣作,川井秀一,則元 京 :圧縮

木材 の製法 と用途,proceedingsof'96MRS-I

Symposium D "TheLatestProgressofNewPlant

Materials日,P.109-112,(1996)

圧縮木材の製造方法とその機能および用途につ

いて概説した｡

関野 登,井上雅文 :水蒸気処理小片を用いたパー

ティクルボー ドの基礎材質,岩手大学農学部報告,

22(4),169-176(1996)

比較的低温低圧の水蒸気前処理がパーティクル

ボードの基礎材質に及ぼす影響を検討 した｡120-

140℃で 1時間水蒸気処理した小片を用いて製造し

たボー ドは,無処理と比較 して,①熱庄中のマ ッ

ト反力の低下が大きい,(参曲げ強度,曲げ弾性率

の変化は小さいが,曲げ強度に対する比例限度応

力の割合が増加 し,材が脆性化する傾向がある｡

(彰はぐ離強さは最大 2割程度低flる,(彰吸水厚

さ膨潤は改善されない,などの性質を示 した｡寸

法安定性が改善されない原因を,水蒸気処理 した

単板の変形回復力および接着力を測定することに

より検討 した｡その結果,110-130℃,30-120分

の水蒸気前処理では,処理の程度に応 じて変形回

復力は低下するが,同じ様な割合で接着力も低T

温度を220℃まで拡張して,変形回復に及ぼす前処

理温度の影響を調べた｡その結果,170-180℃を

境として高温側で変形の回復が著 しく減少するこ

とが兄い出され,高温短時間の水蒸気前処理によ

るボードの寸法安定化の可能性が示された｡

石原茂久 :木質系炭素材料素材開発の新 しい展開,

木材学会誌,42,717-723(1996)

木材の昇温過程で発現する特性を機能とし捉え,

それを活かした先端的木質系炭素素材の開発の動

向とその応用について概説した｡

S. IsHIHAIm Wood Composite (High-

performance),PloymerMaterialsEncyclopedia,

CRC.INC"1996

石原茂久 :木質複合材料 (高機能性)

木質材料一般の解説をするとともに,機能傾斜

材料,防耐火賦与等新 しい加工方法や処理技術に

ついて考察した｡

S.IsHHARA :Charcoalasraw materialforhigh-

performance wood composites and theirap-

pllCation,Ploymer Materials Encyclopedia,CRC.

INC.,1996

石原茂久 :高機能複合材料としての木炭 とその応

用

焼成炭化条件とくに炭化温度の変化に伴 う木炭

の機能性発現,その機能を活かした木質炭素複合

材料を解説した｡

伊藤貴文,石原茂久 :クリオキザール樹脂処理木

材の屋外暴露試験 (第 1幸B),寸法安定性の変化に

及ぼす反応温度の影響,木材学会誌,42,397-405

(1996)

グリオキザール樹脂処理木材の耐久性能を評価

するために,屋外暴露試験および煮沸や乾湿繰 り

返 しなどの促進試験を実施 した｡グリオキザール

樹脂にジプロピレングリコールを重量比で50:50

の割合で混合した液を用い,反応温度を80-150℃

に変えて樹脂処理試験片を調製 した｡得られた主

な知見は,

(1) 屋外暴露試験において,暴露初期に試験片

の明確な重量減少が生 じ,それに伴いバルキング

やASEの低下,MEEの増加が認められた｡その

傾向は,反応温度の低い試験片で特に顕著であっ

た｡また,時間経過とともに,変化量は減少した｡

(2)屋外暴露に伴う材表面の亀裂は,寸法安定

性を付与することによりある程度防ぎ得るという
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ことが示唆された｡

(3) 煮沸試験では,屋外暴露試験で認められた

全ての傾向が,樹脂処理試験片において認められ,

両者の関連性が示唆された｡

(4) 乾湿繰 り返 し試験においては,反応温度が

低 く未反応物が多い試験片では,試験初期に著 し

い寸法安定性の低下が認められるが,確実に縮合

を終えた試験片では,性能の低下はほとんど認め

られなかった.

伊藤貴久,石原茂久 :クリオキザール樹脂処理木

材の屋外暴露試験 (第2幸B),寸法安定性の変化に

及ぼすジプロピレングリコ-ル混合の影響,木材

学会誌,42,668-676(1996)

樹脂とDPGの混合比が異なる一連の樹脂液を注

入し,150℃で硬化を終えたヒノキ辺材試験片につ

いて,屋外暴露試験および煮沸や乾湿繰 り返 し試

験などの人工的な促進試験を実施 した｡屋外暴露

試験では,暴露開始初期に樹脂の洗脱による試験

片の重量減少が認められたが,DPGを過剰に混合

することがなければその率は小さく,寸法安定性

の低下も少なかった｡煮沸試験においては,樹脂

単独処理を行った試験片の重量減少は非常に大き

く,それに伴う寸法安定性の低下が認められたが,

DPGを混合することによって樹脂の流脱を抑制す

ることができた｡一方,乾湿繰 り返し試験において,

最も重量減少が少なかったのは,樹脂単独処理を

行った試験片であり,これらのことから,樹脂卓

独処理をした試験片の重量減少は,試験片が置か

れる環境に大きく左右されることが判った｡屋外

暴露試験と2つの促進試験を比較すると,煮沸試

験の結果は屋外暴露試験の結果とよく-一致 したの

に対 して,乾湿繰 り返 し試験の結果は,他の 2つ

の試験結果とは異なる点が認められた｡

伊藤貴久,石原茂久 :クリオキザール樹脂による

木材の寸法安定化,寸法安定性の発現に関する二,

三の考察,材料,45,390-396(1996)

木材-の寸法安定性の付与を目的として,ホル

ムアルデヒドのモル比が異なる4種類のグリオキ

ザール樹脂とジプロピレングリコール (DPC)と

の混合液によって,ヒノキ辺材を処理 し,その性

録

能の評価を行うとともに,処理試験片の寸法安定

性の発現機構について考察を加えた｡なお,樹脂

とDPGとの混合比は重量比で100:0から40:60

とし,その混合液の濃度を9.0から36.0%(g/ml)

に調製した｡得 られた主な知見は,以下のとおり

である｡

(1)DPGの混合比が高いほどバルキング (β)

は大きくなり,高い抗膨潤能 (ASE)が得られた｡

(2) 一定濃度の樹脂液で処理 した試験片では,

ASEとBとの間には非常に高い相関係数のもとで

直線関係が成立した｡

(3)樹脂 とDPGの混合比が一定であるとき,

ASEと重量増加率 (〟.∫.) との関係は抗吸湿能

(MEE)とWJ との関係に非常に類似しており,

試験片の寸法安定性は処理に伴う吸湿性の低下に

も起因することが示唆された.

(4)DPGの混合比が低い低濃度の樹脂液で処理

を行ったとき,架橋によると考えられる寸法安定

効果が認められた｡

SUBYAKTO,T.HATA,T.KAJIMOTO,S.IsImiARA :Fire

EnduranceofSurfaceDensifiedWoodofAlbizI

ziaFalcataTreatedwithFireRetardant,Wood

ResearchNo.82,117(1995).

スビヤクト,畑 俊充,梶本 武志,石原茂久 :

難燃薬剤で処理された表面を圧潰 したアルビツイ

アファルカータ材の難燃性

難燃薬剤を塗布 した後,温度を変化させてプレ

スを行って表面を庄潰 した素材,LVL,集成材の

曲げ強度と火炎下におけるクリープ性能を検討 し

た｡用いた薬剤はリン酸 とトリメチロールメラミ

ンの混合溶液で,塗布量は100g/cmZである｡試験

の結果,処理によって試験体が火炎下でクリーフ

破壊するまでの時間が延び,難燃性能が向上 した｡

加熱温度が160℃の時に最も優れた難燃性能が得ら

れた｡200℃以下で熱圧しても曲げ強度の低下は見

られなかった｡

経 文稔,畑 俊充,今村祐嗣,石原茂久 :ホウ

素化合物による木材の燃焼抑制機構の解明とその

応用(1),ホウ酸およびホウ酸 ･アルカリ金属水酸

化物で処理された口紙およびベイマツ単板の酸素
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指数,木材保存,21,299-305(1995).

本研究では,ホウ素とアルカリ金属の組成比率

を変化させて,木材等セルロース系材料に対する

燃焼抑制効果を系統的に検討 し,最も効果のある

アルカリ金属との組み合わせとその中の最適比率

を兄い出し,優れたホウ素系薬剤を開発すること

を主な目的とした｡ロ紙およびベイマツ単板に,

ホウ酸に対 してアルカリ金属のリチウム,ナ トリ

ウム,カリウムの水酸化物を,ホウ素とアルカリ

金属のモル比が 1:0,1:0.5,1:1,1:2の比率

になるよう混合して含浸 した｡難燃剤の濃度を変

えて異なった固定量に調製したロ紙および単板に

ついて,JISK7201の酸素指数法によって難燃性

能を検討した｡

以下の結果を得られた｡ホウ素とアルカリ金属

のそれぞれ単独の難燃性能より,混合薬剤のそれ

がすぐれており,両者の相乗作用によってセルロー

スや木材に対する薙燃性能が向上することが明ら

かにされた｡固定量 30%の程度で,最も優れた難

燃性能を示すホウ素とアルカリ金属の元素比率は,

[B]:[Li]-1:0.5,[B]:[Na]-1:0.5,およ

び,[B]:[K]-1:2であった｡ホウ素とアルカ

リ金属のモル比が1:2を除き,酸素指数の値はリ

チウムが一番高 く,ナ トリウム,カリウムの順で

低 くなった｡アルカリ金属の中では原子番号が低

くなるほど錐燃性能が優れていることが分かった｡

同配合,同濃度の薬剤で処理 したベイマツ単板の

酸素指数はロ紙の酸素指数より高い値を示 した｡

アルカリ金属の混合によってホウ素の溶解度を高

めることができ,固定量を著 しく増大させること

が可能になった｡

Y FIJ川.Y.IMAMUI～A andT.YosⅢMUlu :Observa-

tionofFeedingBehaviorofTermiteUsingCCD

Cameraand JtsRelationtothe Generationof

AcousticEmission(AE),WoodResearch,No.82,

47-53(1995)

藤井義久,今村祐嗣,吉村 剛 :CCDカメラによ

るシロアリの摂食行動の観察とAEの発生との関

係

イエシロアリの木材摂食行動をcCDマイクロカ

ラーカメラによって観察 し,同時に発生するAE

を計測することにより,シロアリ職蟻が木材を摂

食することによって発生するAEのしくみを検討

した｡イエシロアリ職蟻を穴の中に入れた木材に

センサを取 り付け,AE事象の発生の度に,この信

号を受けてフレームカウンタが リセットあるいは

再起動して,CCDカメラからの撮影画像上にフレー

ム番号 と発光ダイオー ドが写 し込まれるように装

置を組んだ｡イエシロアリの木材への摂食には2

種類の行動形態,すなわち木材表面を軽 くむしり

取るようにかむものと,大把を木材に差 し込んで

かみ取るものが観察された｡しかも,これらの行

動によって木材がかまれる時にのみ,AEが発生す

ることが示された｡

木口 実,片岡 厚,土居修一,森 満範,長谷

川益夫,森[射吏一一一,金城 勝,素手刈幸男,今村

祐嗣 :地域別暴露による木材保護着色塗料の耐候

性評価,木材保存,22,150-158(1996)

我が国における木材保護着色塗料の耐候性を評

価するために,市販の保護着色塗料12種類をベイ

マツ合板及び集成材に塗装 し,北海道,つ くば,

富U｣,京都,鹿児島,沖縄の6地点に屋外暴露した｡

保護塗料は浸透タイプと造膜タイプで劣化形態が

異なり,主な劣化は浸透タイプは基材割れ,造膜

タイプでは塗膜割れであった｡また,マス目試験

及びはっ水度試験により劣化の計数化を試みたが,

造膜タイプではわずかな劣化でも塗装面の美観を

大きく損ねた｡地域別では,鹿児島が最も劣化が

激しく,北海道で小さかったが他の地域を含めた

地域間での差はそれほど大きくなかった｡集成材

では,浸透タイプにおいて暴露3.5年後には接着層

の70%以上で割れが生じ,その最大深さは約 7mm

であった｡

今村祐嗣 :阪神大震災にみる住宅の腐朽およびシ

ロアリ被害,環境動物昆虫学会誌, 7,158-162

(1995)

1995年 1月17日に発生 した兵庫県南部地震によ

る住宅被害調査に基づき,木造住宅の被害の要因,

とりわけ住宅の腐朽およびシロアリ被害について

検証 した｡被害を受けた住宅にみられた腐れや蟻

害は,土台,柱の下部,モルタル壁内の木質部材で,
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いずれも従来から防腐 ･防蟻対策上留意すべき点

として指摘されてきたところであった｡阪神大震

災は建築構造物についても多くの警鐘を鳴らした

が,住宅においてはその一つとして構造耐力の耐

久性維持の重要性を呈示したといえる｡

今村祐嗣 :植物系新材料の最近の進歩,proceed-

ingsor96MRS-JSymposL'umD"TheLatestProg-

ressofNewPlantMateria/S,Hp.337-340.1996

リグノセルロジックマテリアルであること,な

らびにセル構造体をもっていることで特徴づけら

れる植物系資源の材料的利用について,▲̀何もせず

に使う'',…工業材料的に使うり,'L木材の機能化'●,

…マイル ド処理の適用'',`̀炭の利用日の項目を設け

て概説した｡

飯田生穂,池内 晃,今村祐嗣 :圧縮処理材の液

体浸透 (第3報㍉ 異なる含水率 ･温度下で圧縮 し

た針 ･広葉樹数種の浸透促進効果について,木材

学会誌,41,811-819(1995)

圧縮法による木材の浸透性の改善効果について,

針 ･広葉樹計 7樹種を用いて検討を加えた｡その

結果,圧縮材の浸透量は無圧縮材のそれに比べて

試験体の含水率,温度をかえて圧縮 したいずれの

条件,および樹種も増大 した｡増加の程度は同じ

圧縮率であっても樹種によって著 しく異なること,

温度,含水率をかえて圧縮した利の最大吸液量は,

スギ材の場合は飽水80℃で大きいが,ベイマツ材

の場合,飽水80℃で圧縮したものに比べて飽水30℃

で圧縮 したもので大きく,樹種によって最適処理

条件が異なっていた｡最大吸液量に違いを示 した

原因は,圧縮時の試験体含水率,温度別の寸法回

復率の違いとして解釈でき,最大吸液量に違いを

示 した原因は,圧縮時の試験体含水率,温度別の

寸法回復率の違いとして解釈でき,最大吸液量と

寸法回復率の間には直線関係が示された｡また

SEM観察から閉塞壁孔の破壊,孔圏道管のチロー

スの破壊を観察 し,これらのことが浸透促進に寄

与していることを定性的に認めた｡

飯田生穂,今村祐嗣 :圧縮処理材の液体浸透 (第

4幸B),圧縮セット材及びその回復材の強度性能,

録

木材学会誌,41,1165-1172(1995)

圧縮前処理による木材の浸透性の改善法につい

ての一連の研究に関連 して,この研究では,木材

半径方向に圧縮セットを発生させた材とその回復

材の材質変化を,与えたセット量或いは回復材の

残留セット量との関係で調べた｡その結果,木材

3軸方向の曲げないし引張強度の減少は,セット

がほぼ完全に回復 した木材では気乾状態で圧縮 し

た材を除くと比較的小さく,マ トリックス中の微

小破壊,壁層間や細胞間層の破壊は極めて小さい

ものであることが示唆された｡ しかしながら,残

留セットが存在する場合の材質変化は,接線方向

で強度の増加,半径方向で著 しい強度の低下を引

き起こすことを認め,これが細胞の形状変化によ

る単位距離あたりの仮道管接線壁の出現率の増加,

または半径壁のJ11税率の減少によることを推察し

た｡

飯仕1生穂,守 繁和,中村嘉明,酒井温子,今村

祐嗣 :圧縮処理材の液体浸透 (第5幸B),繰り返 し

の圧縮処理,注入薬剤の種類及び木村の木取りが

吸液量に及ぼす影響,木材学会誌,42,581-588

(1996)

注入前処理としての圧縮処理が浸透促進に影響

を及ぼす因子を整理 し,この方法の最適処理条件,

適用範囲を検討した｡

その結果,50%一定ひずみの繰 り返 しによる応

力の推移は, 1回目に比べて2回目以降の応力が

著 しく小さくなる｡順次最大ひずみを増大させる

繰り返し圧縮処理 (漸増ひずみ処理)による応力は,

最初に与えたひずみまでは明らかに減少するが,

より以上のひずみに対する応力は初期の応力値の

延長線上にあらわれる｡これらのことは,木材の

含水率 ･温度,各樹種に共通に認められる｡

繰 り返 し圧縮した木材の注入量は,50%ひずみ

繰 り返 し3回処理>漸増ひずみ処理>50%ひずみ

1回処理>無圧縮木材の順で,繰 り返し処理によ

って浸透量は増加する｡

水溶性防腐材 3手酌ま,圧縮処理によって無圧縮

木材より著 しく多く注入でき,難注入性樹種であ

っても防腐剤の種類に関係なく注入可能である｡

また,飽水木材に-･完ひずみを与えて,油性溶液

- 1 91 -



木材研究 ･資料 第32号 (1996)

中で変形を回復させると,溶液を容易に注入でき

る｡油性溶液の注入性は,圧縮率に依存 し,圧縮

時の含有水分の放出量に密接に関係する｡一一一般的

に圧縮木材の含水率は,注入量に著 しく影響を与

え,含水率25%以上の場合には,浸透性の向上効

果は小さくなる｡

木材の圧縮方向が,半径方向から接線方向-順

次変化するとき,年輪傾角450から900になると,

圧縮率 50%を与えることによって損傷の発生が認

められる｡それ以下の角度では巨視的破壊は認め

られない｡最大吸液量は年輪傾角Ooから順次450

に移行するとともに減少 した｡吸液量が減少する

原因は,Ooから450への移行に伴 う閉塞壁孔の有

効な破壊の低下による有効通路の拡大効果の減少,

450方向の木材での細胞壁中間層の剥離に伴う変形

回復の際の吸液力の低下によることが示唆された｡

S.YusuI,Y.IMAML｣lIA,M.TAKAl-1ASIIIandK.MINATO:
PropertiesEnhancementofLVLsModifiedwith

SomeCrossILinkingAgents,WoodResearck,No.

82,54-67(1995)

S.YUsUIT,今村祐嗣,高橋旨象,湊 和也 :数種架

橋剤を用いた処理によるLVLの性能向上

数種の架橋剤を用いてLVLに化学処理を行い,

その物性及び生物劣化抵抗性について検討 した｡

テ トラオキサンを用いた気相ホルマール化,およ

びグルタールアルデヒドとジメチロールジヒドロ

乾燥一養生法による架橋反応を行った結果,高レ

ベル処理ではどの処理においても褐色,白色両腐

朽菌による劣化が完全に抑制され,また低 レベル

処理においてもかなりの効力が認められた｡シロ

アリに対 してもある程度の効力が観察されたが,

腐朽菌に対する効力ほどには高 くはなかった｡す

べての処理 lJVLは2時間の煮沸処理においても非

常に高い寸法安定性を示した｡

M.TAK̂lIASIIT: BiologlCalPropertiesofChemi-

ca‖yModifiedWood,in"ChemicalModificationof

LignocelltllosicMaterials"(ed.D.N.-S.Hon),p.

331-361,MarcelDekker,NewYork,1996.

高橋旨象 :化学修飾木材の生物的性質

エステル化 (アセチル化,イソシアネート処理),

エーテル化,架橋形成 (ホルマール化,非ホルム

アルデヒド剤処理),樹脂注入 (フェノール樹脂,

フルフリルアルコール),無機質複合化等の化学修

飾による木材の生物劣化抵抗性の向上と,その再

構成木質材料 (LVL,パーティクルボー ド,ファ

イバーボー ド)-の応用について,筆者らの研究

グループの成果を中心に記述した｡

高橋旨象 :日本木材学会調査による地震被害調査

日本木材学会編,1996.

本書は,日本木材学会地震プロジェクトチーム

による阪神 ･淡路大震災における木造住宅被害調

査をもとに,木造軸組構法住宅の腐朽 ･蟻害を調

査 し,生活の洋風化,水回り部分の建物内部-の

設置,壁内断熱,防火規制等により普及した大壁

式密閉化住宅では,①非木質材料の経年劣化によ

る壁内への水分侵入が木材の腐朽 ･蟻害の引き金

となり,地震耐力低下の一因となったこと,②損

害を受けなかった新耐震基準適合住宅でも,水分

モニタリングを中心とする定期的な点検 ･補修を

行わなければ,初期性能の長期維持が期待できな

いことを強調 した｡

角田邦夫 :㈱日本木材保存協会規格第2号 ｢木材

用防かび剤の防かび効力試験方法｣,木材保存,22,

42-44(1996)

試験方法の簡略化 と再現性をより高めるために

検討された事項と改正の理由を解説した｡

K.TsuNOL)A.T.Y()SHIMURA,M.TAItAHASⅢ,S.HIRAO

and H.UsUI: Resistance ofWood-1norganic

MaterialCompositesagalnStDecayFungland

SubterraneanTermites,Thelnt.Res.Groupon

wood Preserv.DocumentNo.IRG/WP/96-40062

(1996)

角日用;夫,吉村 剛,高橋旨象,平尾正三,碓永

宏明 :無機質複合化木材の耐朽 ･耐蟻性

二重拡散処理によって調製したスギ辺材試験体

(20×20×10mm) を用いて,標準室内試験方法に

よって生物劣化抵抗性を比較 したところ,リン酸
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水素バリウムが生成される処理がもっとも効果が

あった｡処理液にホウ酸を少量添加することによ

って生物劣化抵抗性は増大し,二重処理による重

量増加が5%以下であっても高い生物劣化抵抗性

を示した｡

K TsUNODAandT.YosHIMURA.' GaseousTreat-

ment of Timber with Allyl lsothiocyanate-

FungicidalandlnsecticidalEffects.Thelnt.Res.

Group on Wood Preserv･ Document No･

IRG/WP/96-30108(1996)

角田邦夫,吉村 剛 :イソチオシアン酸アリルに

よる気相処理の殺菌 ･殺虫効果

イソチオシアン酸アリルによる気相処理の防か

び,殺蟻,殺虫効果を室内試験で評価 した｡表面

汚染菌あるいは変色菌が生育している木材小片を

ペ トリ皿に入れ,ろ紙に含浸させたイソチオシア

ン酸アリルが揮散 し,生育を阻止する気中濃度を

測定 した｡Rhizopusstolom'ferに対する効果が低か

ったものも,他の4菌種には効果が認められた｡

LD5｡･24h値をイエシロアリ職蟻とヒラタキクイ

ムシ成虫について求めたところ,気中濃度でそれ

ぞれ10-13ppmと80ppmであった｡

J.R.J.FRILNCH,B.AHMliD,N.CHIIW.S.CRAGG,J.W.

CRILITFIELD,J.K.GRACE,B.KARr),M.LENZ.A.SANDliRS,

K.TsUNODAandC.VoNGKALUANG : lnternational

Collaborative Laboratory Comparison ofTwo

WoodPreservativesagainstSubterraneanTer-

mites:ThirdUpdateandFirstReport,Thelnt.

Res.Group on Wood Preserv.Document Not

IRG/WP/96-10174(1996)

ジョン･フレンチ他10名 :2種の木材保存剤の地

下シロアリに対する効果に関する国際共同研究一

第3回現況報告および第 1回試験結果

ccAとナフテン酸鋼で処理 した小型試験体をIii-

界 7ヶ国の研究所あるいは大学に配布 し,各国の

標準室内試験方法にしたがって防蟻試験を実施し,

比較検討 した｡試験方法が異なるため,防蟻試験

結果を単純に比較はできないが,イエシロアリを

利用したハワイ大学での試験方法が両薬剤の防蟻

効果を判定する上でもっとも厳しい方法であった｡

録

今後も,同様の国際共同研究が継続されように計

画されている｡

W.OHMURA,M.ToKORO,K.TsuNODA,T.YosHIMURA

andM.TAKAHASHl:TermiteTrail-FollowlngSub-

stancesproduced byBrown-RotFungi,Mater.

Organismen.29,133-146(1995)

大村和香子,所 雅彦,角田邦夫,吉村 剛,高

橋旨象 :褐色腐朽菌の産生するシロアリ道 しるべ

物質

ナミダタケ腐朽材およびキチリメンタケ菌糸よ

り得た物質のシロアリ道 しるべ活性について検討

した｡キチリメンタケ菌糸から得られた物質はナ

ミダタケ腐朽材からのものよりも105程度高い活性

を示したが,より精製するにつれてその活性は低

下 した｡GC-MS-SIM分析の結果,キチリメンタケ

菌糸からのこの物質はシロアリ道しるべフェロモ

ンの一 種 で あ るDTE-OH((Z,Z,E)-3,6,8,-
dodecatrien-1-01)であることが明らかになった｡一

方,ナミダタケ腐朽材から得られた活性物質は,

アルコールの一種ではあるものの,DTE-OHでは

なかった｡

吉村 剛 :阪神大震災における破損木材住宅の腐

朽及びシロアリ被害に関する一考察,木材保存,

21,28-30(1995)

日本木材学会地震調査班の一員として行った,

阪神大震災における破損木造住宅の腐朽及びシロ

アリ被害の調査結果について,その概要を紹介し

た｡

T.YosHIMURA.M.TAKAHASHl,Y.YosHIDA,T.INUKAl,T.

CHIBAandN.KATO:TermiticidalPerformanceof

HinokitiolandltsDerivativesinLaboratoryTest,

Jpn.J.Environ.Entomol.Zool..7,72-78(1995)

吉村 剛,高橋旨象,吉田安子,犬飼忠彦,千葉

捕,加藤夏樹 :室内試験によるヒノキチオールお

よびその誘導体の殺蟻効力

ヒノキチオール (β-ツヤプリシン)およびその

誘導体の殺蟻効力について室内試験による検討を

行った｡処理液紙を用いた効力試験の結果,イエ

シロアリ職蟻に対 してはヒノキチオールが最も高
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い殺蟻性能を示し,アシル誘導体 (ヒノキチオー

ルn-オクタ左手- ト)がそれに次いだ0 2種のグ

ルコース配糖体の効力は非常に遅効的であった｡

また,ヒノキチオールおよびその誘導体の摂取が,

イエシロアリ職蟻後腸内の共生原生動物相に影響

を及ぼす事が明らかになり,さらに,誘導体のヒ

ノキチオールへの変換が,その効力発現に不可欠

である事も推察された｡現在シロアリ防除薬剤と

して汎用されている有機 リン系化合物等と比較 し

た場合,これら化合物の殺蟻効力はかなり低 く,

したがって,実用的な検討に関しては,この作用

機構などからも,例えば,ベイト剤のような新し

い製剤型の検討が必要であろう｡

T.YosHIMURA : Contribution ofthe Protozoan

Fauna to NutrjtionalPhysiology ofthe Lower

Termite,CoptotennesformosalmSShiraki(lsoptera

:Rhinotermitidae),WoodResearch,No.82,681

129(1995)

吉村 剛 :イエシロアリの栄養生理における原生

動物相の寄与

イエシロアリの栄養生理における原生動物相の

寄与を,個々の原生動物種の役割との関連におい

て検討 した｡イエシロアリ後腸に生息する3種の

原生動物はそれぞれ特徴的な分布様式を示し,こ

れら3種原生動物の存在数とホストの木材摂食活

性との関係,および人工的に原生動物を除去した

場合の木材摂食活性の変化から,イエシロアリに

おける木材の分解 ･利用の主たる部分は,その原

生動物相に依存しており,大型および中型原生動

物,特に中型原生動物が重要である事が明らかに

なった｡木材の主成分であるセルロースを用いた

実験から,シロアリ自身もセルロースを部分的に

分解 し得る事,および3種原生動物のセルロース

分解をめぐる役割分担において,セルロースの重

合度が重要なファクターである事が兄いだされた｡

さらに,顕微鏡観察の結果,大型および中型原生

動物のみが木材を取 り込み,リグニン残連を遊離

しながら,その多糖部分を酵素的に分解する事が

明らかになった｡以上の結果から,①シロアリ自

身による部分的分解,②大型 ･中型原生動物体内

での最終的分解,(参シロアリによる分解産物の利

用,という木材分解機構を提案した｡

T.YosllIMURA,Y.IMAMURA,K.TsuNODAandM.TAKA-

HASHl: BiodegradationofWood Fragmentsin

the Digestive Tube ofCoptotermesformosanus

Shiraki(lsoptera:Rhinotermjtidae),Ho/zfors-

chung,49,385-388(1995)

吉村 剛,今村祐嗣,角田邦夫,高橋旨象 :イエ

シロアリ消化管における木材の分解

イエシロアリ消化管各部から内容物を取り出し,

走査型電子顕微鏡を用いた形態観察から,木材の

分解過程について考察した｡前腸からの木材片に

は分解の痕跡は認められなかったが,中腸後端部

からの木材片には殆ど分解を受けていないものか

ら,その表面に明らかな酵素的分解を受けたもの

まで,多様な形態が認められた｡後腸末端部の内

容物には,分解残漆と思われる多量の不定型物質

と少量の殆ど分解を受けていない木材片が含まれ

ていた｡これらの観察結果から,イエシロアリに

よる木材の分解峠,中腸部分でのシロアリ自身の

酵素による部分的な分解と,後腸における,おそ

らく原生動物による最終的分解という2段階で進

むことが明らかとなった｡

T.YosHIMUreA,T.FUJINO.T.ITOrI,K.TsuNODAandM.
TAKAllASⅢ lngestjon and Decomposition of

Wood and Cellulose by the Protozoa in the

Hindgut of Coptotermes formosanus Shiraki

(IsopteraI. Rhinotermitidae)asEvidencedby

Polarizlng and Transmission Electron Micros-

copy,HolzfotTChung,50.99-104(1996)

吉村 剛,藤野猛史,伊東隆夫,角田邦夫,高橋

旨象 :偏光昂頁微鏡および透過型電子顕微鏡観察に

よって証明されたイ工シロアリ原生動物による木

材およびセルロースと取り込みと分解

イエシロアシリ後腸に生息する原生動物による

木材およびセルロースの取 り込みと分解を,偏光

顕微鏡および透過型電子顕微鏡を用いて観察した｡

殆どの木材片は大型原生動物Pseudotrichonympha

grassiiKoldzumiおよび中型原生動物Holomastigo-

toideshartmanniKoidzumiによって取 り込まれ,

これら2種の体内でリグニン残連を遊離 しながら
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水溶性物質へと分解された.一万,小型原生動物

SpirotrichonymphaleidyiKoidzumiは木材片を取 り

込まず,分解への直接的関与は否定された｡

Y.SoRNNUWAT,C.VoNGKALUANG.T.YosHIMURA.K.TsuI

NODAandM,TAKAIiASⅢ :WoodConsumptionand

Survivalof the Subterranean Termite,Cop-

1otermesgestroiWasmann uslng the Japanese

StandardizedTestingMethodandtheModified

Wood BlockTestinBottle,WoodResearch,No.

82,8-13(1995)

Y.SORNNUWAT,C.VoN(iKALUAN(;,吉村 剛,角E[周ち夫,

高橋旨象 :2種類の室内試験における地下シロア

リCoptotermesgestroiWasmannの生存率と木材摂

食活性

タイにおいて経済的に最も重要な地下シロアリ

であるCopfolermesgeslroiWasmannの生存率と木

材摂食活性を,日本木材保存協会規格法 (JWPA-

Test)と修正ボ トル法 (MWBT)を用いて検討した｡

職蟻150頭を投入して行った試験の結果, 3週間の

試験期間における1頭当たりの摂食量はNMBTで

0.63mg,JWPA-Testで0.24mgであ り,供試虫を

増や した場合で も常にNWBTの方がJWPA-Test

よりも高い摂食量を示 した｡本種の乾燥に対する

感受性 などか ら考 えて,湿 らせ た砂 を川いる

NWBT法がより適 した室内試験方法であると思わ

れ,また,供試虫数としては250-300頭が適当で

あることが明らかになった｡

Y.SoliNNUWAT.C.VoN(jKALUAN(;,T.YosIHMURA,K TsLト

NODAandM.TAK八11̂SHl: NaturalResistanceof

SevenCommercialTimbersUsedinThailandto

SubterraneanTermite,CoptotermesgestroiWas-

mann.Jpn.J.Environ.Entomo/.Zool..7,147-150

(1995)

Y.sol(NNLTWAT,C.VoN(;KA1.1]AN｡,吉村 剛 ,角田邦夫,

高橋旨象 :タイ産 7種木材の地下 シロアリCop-

EOEemesgestroiWasmannに対する抗蟻性

タイ産7種木材の地TシロアリCoptptermesges-

troiWasmannに対する抗蟻性について, 2桂の室

内試験法を用いて検討した.Anogeissusacuminata

Walloi.,ChukrasiatabularLsWlght&Arm.および

録

LagerstoemiafloribundaJack.の 3種は,ガラス容

器を用いた非選択試験および室内飼育巣の上に直

接多数の試験片を設置 した選択試験の両者におい

て中程度の抗蟻性を示 した｡一方Dipterocarpus4

種は,対照として用いたHeveabrasiliensisMuell.

Arg. (ゴムノキ)およびPinusdensifloraSieb.et

zucc.(アカマツ)よりは低い被食害量を示 したも

のの,抗蟻性はないと判断された｡ したがって,

これらDipterocarpus種の木材を建築用材として使

用する場合には,何らかの防蟻処理が必要である

と考えられる｡

Y.SoIくNNUWAT.C.V()NGKALUANG,M,TAI(AliASHI,K.

TsuNOI)AandT.YoslllMURA:SurveyandObserva-

tionon Damaged Housesand CausalTermite

SpeciesinThailand,Jpn.J.Environ.Entomol.

zool.,7,191-20()(1996)

Y.SORNNUWAT.C.VoN(二KAIJUANG.高橋旨象,角田邦夫,

吉村 剛 :タイにおける住宅のシロアリ被害とそ

の原因種に関する調査

地fシロアリによる住宅の被害について,郵便

によるアンケー ト調査ならびに個別調査を1992年

にタイ全土にわたって行った｡その結果,回答の

あった住宅の61.5%で地fシロアリによる被害が

認められた｡地域によって被害率に若干の差が存

在 したが,これは土壌の質の違いによるものであ

ると考えられた｡建築工法および築後年数を因子

として考えた場合,被害率は,木造-木造とコン

クリー トあるいは石造 りとの混構造>コンクリー

トあるいは石造 り,および築後 5年以上>築後5

年未満,となった｡部材の中では,床,栄,根太

および土台が最も多く被害を受けていた｡被害を

受けた場合の対策としては,花緑青 (パリスグリー

ン)を用いた粉剤処理,あるいは有機塩素系薬剤

を用いたスプレー処理が一般的であった.被害を

受けた住宅の個別調査から,Coptotermesgestroi

wasmanllが都市部,農村部に共通してタイ全土で

最も重要な種類で虜)ることが明らかになった｡

Y.SoRNNUWAT.C.VoNCIくALUANG.M.TAKAHASHl,K.

TsuNODAandT,YosHIMURA:ForaglngTerritoryof

SubterraneanTermites,CoptotermesgestoiWas-
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mann,Jpn.J.Environ.Entomol.Zool.,7,2011210

(1996)

Y.SoRNNUWAT.C.VoNGKAI.UANG,高橋旨象,角田邦夫,

吉村 剛 :地下シロアリCoptotermesgestroiWas-

mannの採餌テリトリー

タイの都市部における地下シロアリCopfotermes

gestroiWasmannの採餌テリトリーを,NileBlueA

を染色剤 として用いた標識再捕獲法によって検討

した｡NileBlueAを0.05%水溶液 (W/W)で処理

した渡紙を3日間摂食させたC.gestroi職蟻は,そ

の後15日間にわたって明瞭な染色を示 しながら健

全に生存 し続けた｡実験に用いた3コロニーの探

餌テリトリーは,主に地表面から30cm以内にあり,

15cmの深さでその活性が最も高かった｡また,染

色個体の探餌範囲は,放逐 した場所からの距離で

最大 5mであった｡さらに,兵蟻の存在割合を同時

に測定 した結果,兵蟻は地表面に近い部分に多く

存在 していた｡3コロニーの職蟻および兵蟻の体

重は,それぞれ2.7-2.8±0.06-0.llmg (平均±標

準偏差),および2.4-2.5±0.0710.09mgであった.

Y.SoRNNUWAT,C.VoN(iKALlJANG,M.TAKAHASlll,T.

YosHIMURAandK.TsLTNODA:LongevityofSoi一Teト

miticidesWeatheredfor3-4YearsinThailand

underinsituObservationand LaboratoryBio-

assayuslngCoptotennesgestroiWasmann,Moku-

zaiGakkaishi,42,520-531(1996)

Y.SoRNNUWAT,C.VoN(iKAI,UANG,高橋旨象,吉村 剛,

角田邦夫 :タイ国で3- 4年間野外暴露 した土壌

処理用防蟻剤の現場観察およびcoptotermesgestroi

を用いたバイオアッセイによる効力持続性の評価

数種土壌処理用防蟻薬剤の効力持続性を,野外

および室内試験によって評価 した｡タイ国内の3

試験区において,グラウンドステーク法 (GST)

および改良グラウンドボー ド法 (MGBT)に従っ

て土壌処理を行い,その後 3- 4年間にわたる現

場観察を行うとともに,その残存効力を日本木材

保存協会規格に準 じた室内試験によって,タイに

おいて最も経済的な損失を引き起こすCoptotermes

gestroL-wasmannを用いて評価した｡

室内試験の結果,有機 リン系薬剤であるクロル

ピリホスは処理後短時間の内に効力が低f L,夕

イにおいて長期間の残効性を発揮するのは難 しい

ことが判明した｡ピレスロイド系薬剤の中では,

パーメスリン (2.0%),アルファーサイバーメス

リン (0.3%)およびビフェントリン (0.1%)が

長期間の効力持続性を示 した｡タイにおいてコン

クリー トスラブ工法が一般的であること,および

C.gestroiの採餌行動から考えて,野外での曝露試

験方法として,MGBT法がGST法より適している

と判断した｡ここで用いた様な,屋外での耐候操

作と組み合わせた室内試験を行うことによって,

タイなどの熱帯諸国における土壌処理防蟻剤の持

続性をより高い信頼性で評価しうるであろう｡

梅村研二,川井秀一-,水野泰嗣,佐々木光 :熱硬

化性樹脂接着剤の動力学的性質 (第1報)フェノー

ル樹脂について,木材学会誌,41,820-827(1995)

あらかじめ120℃または160℃で所定時間加熱し,

硬化 させた水溶性 レゾール型フェノール樹脂の気

温下における硬化挙動を検討 した｡また,硬化温

度による動力学的性質の変化 をDMA(Dynamic

MechanicalAnalysis)を用いて測定した｡

樹脂の硬化挙動は,溶媒として含まれている水

の有無によってそのE′,E′′及びtan∂のピークが

著しく異なった｡また120℃で数分間熱処理した樹

脂は,160℃で同じ時間処理した樹脂に比べて,そ

のゲル化開始点が低温側に現れた｡また,硬化温

度160℃では,処理時間5分でtan∂のピークが消

失し,ほぼ完全に硬化 したと考えられる｡しかし,

硬化温度120℃では,処理時間によらずtan∂の

ピークが現れ,樹脂は不完全硬化状態であると推

定された｡更に,得られた貯蔵弾性率の変化を基

に動力学的硬化指標という新 しい評価基準を提案

した｡この方法とメタノール不活化率による硬化

度の測定結果を比較すると,それらの間には曲線

の類似性が認められたものの,時間的な相違が見

られた｡しかしながら,この動力学的硬化指標は

接着性能に大きな影響を及ぼす力学的側面から評

価する方法であるので,有効な硬化度測定法の一

つになると思われるo

K.Uh/1uMURA,S.KAWAl,R.NISrllOKA,Y.MIZUNOandH.

S∧sAKI: Curing BehaviorofWood Adhesives
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underHigh-Pressure Steam I.Phenolic resin,

MokuzaiGakkaL'shi.4l,828-836(1995)

梅村研二,川井秀一･,西岡良一-,水野泰嗣,佐々

木光 :高圧水蒸気下での木材用接着剤の硬化挙動

(第1朝)フェノール樹脂

水溶性 レゾール型フェノール樹脂の蒸気噴射プ

レス内での硬化挙動を解明するために,高圧反応

セルを用いて,所定時間蒸気加熱を行った樹脂を

種々の方法により分析した｡また従来の熱板加熱

の下における硬化挙動との相違を比較検討した｡

結果は次のようにまとめられる｡

(1)2-ヒドロキシベンジルアルコールの蒸気噴

射加熱下 (160℃)での硬化反応に際してはエーテ

ル基の急速な生成とその分解が推察されたが,熱

板加熱Tではエーテル基の生成のみが認められた｡

(2) フェノール樹脂の硬化反応は高温 (160℃)

で蒸気噴射加熱 した場合,熱板加熱に比べて短時

間で急速に進行するが,ある時点で反応が抑制さ

れることが明らかになった｡また,長時間処理後

の硬化物には,水分やメタノール可溶性成分が幾

分含まれていることが判明した｡低温 (120℃)で

の場合には,逆に蒸気の凝縮水の影響により熱板

加熱に比べて反応が遅れることが認められた｡

M.ZHANG. S. KAWAI,H.SAsAlく1.T.Y ĥlAW^lくI. Y.

YosHIDA and M.KASⅢIIAlくA : Manufacture and

PropertiesofCompositeFiberboardH.Fabrica-

tionofboardmanufacturlngapparatusandprop-

ertiesofbamboo/wood composite fiberboard.

MokuzaiGakkaL'shL'.4l.9031910(1995)

張 敏,川井秀一,佐々木光,山脇敏幸,吉田

弥寿郎,相原将人 :複合ファイバーによる木質ボー

ドの製造とその性質 (第 2朝)ボー ド製造装置の

試作 とそれによる竹 ･木材複合ファイバーボー ド

の性質

バンプ-ファイバーとウッドファイバーの混合

比を変えて複合ファイバーボー ドを製造 し,その

性質を明らかにした｡製造に際して,ファイバー

の乾燥 ･接着剤添加装置およびファイバーマ ット

の成形装置を試作 し,両ファイバーの混合状態が

均質で厚さが均一･なマットを成形することができ

た｡

録

原料ファイバーは,予めサンプル ･カー ドを用

いて両ファイバーが均質になるまで混合した｡バ

ンプ-ファイバーとウッドファイバーの混合比は

1/0,3/1,1/1,1/3,0/1の5水準とした｡全乾フ

ァイバーにイソシアネー ト樹脂を10%添加 し,ホ

ットプレスで成板 した｡ボードの目標比重は0.60,

0.80の2水準とした｡

製造 したバンプ-/ウッド複合ファイバーボード

について曲げ強度 (MOR),曲げヤング率 (MOE),

はく離強度 (IB)および吸水厚さ膨張率 (TS)な

どを測定 し,両ファイバーの混合比がボー ドの材

質に及ぼす影響を明らかにした｡

その結果,バンヴ-ファイバーの混合比の増加

に伴ってボー ドの煮沸後の曲げ強度 (MOR､V)お

よび曲げヤング率 (MOE､､′) の残存率,ボー ドの

面内の寸法安定性が顕著に向上した｡

中田欣作,杉本英明,海本 一,川井秀一 :木質

構造建築物の接合板としてのスギ強化 LVLの製造

(第1報)フェノール樹脂含浸処理を施 した圧密化

単板の性質,奈良県林試研報,No.25,22-28(1995)

フェノール樹脂 (pF)含浸処理を施 したスギの

ロータリー単板を熱板プレスで圧縮 して,密度の

異なる圧密化単板を作製し,単板の樹脂含浸性,

圧密化単板の寸法安定性および曲げ性能を検討 し

た｡得られた結果を以下に示す0

1)pF水溶液は常圧Tで浸せき処理で容易に単板

に含浸され,PFの重量増加率 (WPG)は含浸時間

の対数に比例 して増加するとともに,PF濃度に比

例して増加した｡

2)丸太は水槽中において,常温での浸せき,60℃

での加熱24時間および煮沸24時間の3条件での処

理後に単板切削を行ったが,煮沸処理後の単板で

は他の処理よりWPGが低くなった｡

3)pF含浸処理により圧密化単板の寸法安定性は

著 しく改善され,促進劣化処理後の厚さ膨潤率は

WPG250/o以上で7%以Tであった｡

4)圧密化単板の曲げヤング係数および曲げ強さ

は密度に比例 して増加し,密度 1.2g/cm3以上の圧

密化単板のそれらは,それぞれ30GPa,250MPaに

達 した｡ しかし,PF濃度30%では,両者ともに低

下する傾向が見られた｡
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中田欣作,杉本英明,海本-,川井秀一 :本質構

造建築物の接合板 としてのスギ強化 LVLの製造

(第2朝)熱板プレスによる無処理単板の圧密性,

奈良県林試研報,No.25,29-36(1995)

含水率 (〟C)を12,22および27%に調湿したス

ギのロータリー単板を,接着剤を塗布せずに2枚

あるいは9枚積層 し,熱板プレスを用いて各種の

温度で元の厚さの1/3まで圧縮 し,圧縮過程での

応力,圧縮前後での〟Cおよび厚さの変化を検討

した｡得られた結果を以下に示す｡

1)単板の初期〟Cが高い方が,かつ,熱板温度

が高い方が,圧縮過程での応力は低くなり,特に,

圧縮度が10-50%付近の応力の高原域においてそ

の傾向が顕著であった｡

2)熱板温度90℃以上において,熱庄後の単板の

〟Cは,積算温度 (温度 ･時間の積)に比例 して

減少 した｡熱庄後の単板厚さは,熱圧後の〟Cに

比例 して増大 したが,これは,圧縮変形が部分的

に回復 したためであり,初期〟Cが高いものほど,

そのばらつきが大きくなった｡

3)初期〟Cが高い単板では,熱庄時間を長 くす

ると,厚さのばらつきは小さくなったが,仕上が

り〃Cは変化 しなかった｡加圧および解圧による

息抜 きを3回繰 り返すことにより,仕上が り〟C

は低下 し,厚さのばらつきもより小さくなった｡

初期MCの高い積層物では,中心層付近の〟Cを

下げるためには,この息抜きが効果的であると考

えられる｡

H.YAMAUCliI.S.KAWAI.H.SASAKl,: RheologlCaI

Properties ofLaminated VeneerDuring Hot-

pressing,WoodResearch.No.82,40-42(1995).

山内秀文,川井秀一,佐々木光 :熟圧過程におけ

る積層単板の粘弾性挙動

熱圧過程における積層単板のクリープ挙動を検

討 し,以下の結論を得た｡すなわち,圧力が一定

であれば,残留変形は初期含水率や圧締時間 ･温

度に依存せず,含水率変化量に比例 し,さらにこ

の変形は圧縮応力に比例する｡

馬 霊飛,黒木康雄, ドゥワイ ト･エユセビオ,

永富 桝,川井秀一,佐々木光 :竹質セメントボー

ドの製造 (第 1報)竹材混合セメン トペース トの

水和特性,木材学会誌,42,34-42(1996)

孟 宗 竹 (phyllostachysheterochclb Mitf.Uar.

pubescensOhwi)の砕片とセメントの混練ペース

トの水和温度と水和物の硬さの測定を行い,その

阻害指数と適合係数を算出し,セメントに対する

竹材の部位別阻害特性を調べた｡また,竹材を圧

壊加工,抽出処理およびカビ発生等により処理 し

たものについても同様の測定を行って,セメント

に対する竹の適合性の改善効果を検討 した｡結果

は以下の通 りである｡ 1)孟宗竹材はそのままで

はセメントに対する適合性が良 くない｡ 2)圧壊

により樹液を絞 り出した竹材は,:完全には硬化阻

害成分が除かれていないが,水和物の硬さの比較

において圧壊処理の硬化が認められた｡3)冷水,

熱水および 1%NaOH水溶液の竹の抽出処理によ

って,いずれも竹材/セメント混練ペース トの水和

反応の阻害を緩和できることが分かった｡ 4)カ

ビまたは発酵による処理もまた竹材/セメント混練

ペース トの水和反応の阻害を効果的に緩和 または

除去できることが明らかとなった｡

K.UME心IUlu,S.KAwAl,R.UENO,Y.MIZUNOandH.

SASAKI: Curing BehaviorofWood Adhesives

under High-Pressure Steam H. Urea resin,

MokuzaiGakkaishi,42,65-73(1996)

梅村研二,川井秀一,植野律子,水野泰嗣,佐々

木光 :高圧水蒸気下での木材用接着剤の硬化挙動

(第2報)ユリア樹脂

蒸気噴射加熱Tにおけるユリア樹脂の硬化特性

をフーリエ変換赤外分光法や溶剤摘出法により明

らかにした｡また従来の熱板加熱Tにおける硬化

特性との相違を比較検討 した｡結果は次のように

まとめられる｡

(1) 蒸気噴射加熱下での1,3-ジメチロールユ リ

アの反応では,鎖状や環状の第三アミドや環状の

エーテル構造の形成が認められたが,熱板加熱下

ではほとんど認められなかった｡(2) 蒸気噴射加

熱下でのユリア樹脂は,熱板加熱では見られない

顕著な化学変化を伴うことが認められた｡さらに

硬化反応によって生成 した環状のエーテル構造は

長時間の蒸気噴射加熱でも比較的安定であること

-198 -



抄

が示唆された｡(3) ユリア樹脂は蒸気噴射加熱開

始直後,急速に硬化が進行するものの,その後は

見かけ上平衡状態を保ったり,または逆に加水分

解を起こすことが推察された｡

王 潜,瀧野晃二郎,川井秀一,池田 稔,佐々

木光 :MDF床の曲げ疲労特性,木材工業,51,

1571161(1996)

本研究では小試験片,MDF素板およびMDFフ

ローリングの実用的な根太組床試験体を用いて曲

げ疲労試験を行い,その結果からMDFの床材適性

を検討 した｡得 られた結果を要約すると,次の通

りである｡

1.疲労限度を10̀;回と仮定 した場合,常態にお

ける繰 り返 し疲労強度は静的曲げ強度の約52%

(279kgf/cm2)で,吸水処理後の疲労強度も約42%

(吸水処理後 ･静的曲げ強度の約50%,225kgf/cmZ)

の値を示している｡従って,建築床に使用される

場合,歩行荷重などに対 し,その負担応力が静的

曲げ強度の40%程度となるようにスパンを設定す

れば,常態は勿論,湿度の高い場所でも曲げ疲労

に対して充分安全であると考えられる｡

2.MDF素板の根太組床試験体は荷重150kgfを

106回繰 り返しても,常態,吸水処理後ともに疲労

破壊は起こらず,その常態での残存曲げ耐力は

405kgfで,これは静的曲げ破壊荷重の81%に相当

する｡また,常態での繰 り返 し荷重に伴うたわみ

の最大値が2.28mmに過ぎず,実用上問題になる値

ではなかった｡

3.根太祖 MDFフローリング試験体は100kgfおよ

び150kgfの荷重を106回繰 り返し後,常態,吸湿処

理後及び吸水処理後ともに疲労破壊は起こらなか

った｡たわみは繰 り返 し回数の増加に従って大き

くなる｡この傾向は合板フローリングも同様で,

両者は大きく異なることはないと思われる｡また,

MDFフローリングの常態における疲労試験後の残

存曲げ耐力は485kgfであった｡

以上,本研究ではM タイプMDFの繰 り返 し曲

げ荷重による疲労挙動を検討 した｡その結果,M

タイプMDFは床に使用した場合,人間の歩行など

による長期の繰 り返し荷重にも充分耐える材料で

あることが明らかとなった｡

録

K.UMIiMURA,S,KAWAIY.MIZUNOandH.SASAKI:

Dynamic MechanicalPropertiesofThermoset-

ting Resin Adhesivesll.Urea resin.Mokuzai

Gukkaishi,42.489-496(1996)

梅村研二,川井秀一一,水野泰嗣,佐々木光 :熱硬

化性樹脂接着剤の動力学的性質 (第2朝)ユ リア

樹脂について

ユリア樹脂の動力学的な硬化過程に及ぼす水分

や 触 媒 の 影 響 をDMA (Dynamic Mechanical

Analysis) を用いて検討 した｡また,あらかじめ

加熱方法や加熱温度を変えて処理 したユリア樹脂

の動的粘弾性を測定し,さらにその硬化常体を動

力学的硬化指標に基づいて明らかにした｡塩化ア

ンモニウムを触媒とした液状ユリア樹脂の硬化は,

炉内温度の上昇に伴って 2段階の硬化過程を経て

進行することが明らかになった｡ しかしながら,

ユリア樹脂は水分や触媒の有無によって,その硬

化過程が著 しく異なる傾向を示した｡あらかじめ

熱板加熱下で加熱処理 した樹脂は,加熱温度に関

わらず加熱時間が長 くなるにつれて硬化の進行が

認められた.一一万,同様に蒸気噴射加熱Tで加熱

処理 した樹脂は,加熱温度120℃の場合,加熱時間

の増加に伴って徐々に硬化が進行するものの,そ

の後はやや希釈される傾向が推察された｡加熱温

度160℃の場合は,急速に硬化が進行するもの,そ

の後は液状に戻ることが示唆された｡

川井秀一･:木質材料の製造(り,木工機械,No.171,

13-16(1996).

木質材料の製造についてシリーズで概説 してい

る｡本稿では,近年の木質材料の発展とその生産

機械および技術の進展について概説した｡

川井秀一 :第20回 LUFRO国際会議だより,木質対

料の話題一低密度セメン トOSBの急速硬化技術

-,APAST.No.19,26127(1996)

第20回 IUFR()国際会議 (タンペレ,フィンラン

ド)の木質材料の話題のうち,低密度セメント

OSBの急速硬化技術を取 り上げ,紹介した｡

川井秀一-:木質材料の製造 (lり,木工機械,

NO.172,13-16(1996).
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集成材や単板積層材など,木質骨組み材料の製

造技術について解説した｡

張 敏,川井秀一･:リグノセルロース系原料を

用いた木質ボー ドの製造とその性質,proceedings

of'96MRSIJSymposium D "TheLatestProgress

ofNewPlantMaterial",p.113-116,1996.5.22-24,

Chiba,Japan.

本研究では木質系未利用資源有効利用のための

方途を採 り,最近技術開発の進んでいる蒸気噴射

プレスを応用して,複合構造をもつ木質新素材に

関する基礎研究を行った｡結果は以下の通 りであ

る｡

1)バガスパーティクルボー ドは,蒸気噴射プレ

スによって寸法安定性が改善される｡

2)ジュー トー木質ファイバーの曲げ強度および

曲げヤング率は,ジュー トファイバーの増加に伴

い増加する｡バガスファイバーおよび木質ファイ

バー複合糸では前者の比率の増加に伴い煮沸後の

寸法安定性が優れている｡またこの複合系ボー ド

の厚さ膨張率は前者の添加率の増加に伴い,大き

く改善される｡また,厚さ膨張率も改善され,5%

以下になる｡バガスパーティクルボー ドの乾湿繰

り返 しによる寸法安定性は蒸気噴射プレスによっ

て著しく改善される｡

劉 恵民,石 卓功,張 敏,川井秀一 :中国

雲南省における林業 ･林産業,木材工業,51,76-

80(1996)

雲南省は中国の西南部に位置し,面積は39.4万

km2であるoそのうち,山地面積は25万 km2,高

原面積 は12万 km2,盆地面積は2.4万 km2である｡
気候は高原型の熱帯,亜熱帯,温帯と亜寒帯に属

する｡地理的位置は北緯 2009′-29015′,東経 97030′

～1060,東西長885km,南北長910kmでLlJ高 く,

谷深い極めて地形の複雑な地域である｡雲南省に

おける森林率は24%,森林蓄積量は約 13.7億 m3

であり,森林率と蓄積量とも中国で第三位である｡

これは雲南省が中国の内陸の国境地帯にあり,也

勢が複雑で交通が不便であるため,開発が牲しく,

存続できたものと思われる｡環境保全の立場から

見れば,これは非常に貴重な財産となっている｡

しかし,今後,中国の改革と発展は一段 と進んで

行 くと思われ,雲南省も世界に門戸を開いて,木

材工業,林産化学工業,特用林産物を省財政の柱

として発展させる計画を立てている｡地元の人達

にどのようにして利用技術を普及し,限りある森

林資源を大切に利用して,人民の生活を一段と向

上させると共に,森林資源の開発と環境保全のバ

ランス問題,特に中国の熱帯林が僅か雲南省と他

省の一部地域にしかないという問題を考えなけれ

ほならないと思われる｡

永富 雛,黒木康雄, ドゥワイト･エユセビオ,

馬宝飛,川井秀一,佐々木光 :木質セメン ト板の

迅速硬化 (第 2報)蒸気噴射法における重炭酸ナ

トリウム漆加の強度発現機構,木材学会誌,42,

659-667(1996).

重炭酸ナ トリウム (NaHCO3)を添加 し,蒸気噴

射プレス法を適用して迅速硬化させた木質セメン

ト板 (CBP)の性能発現機構の解明を試み,更に

その水中養生の硬化を検討 した｡すわなち,ボー

ドの性能に及ぼす噴射蒸気圧 (SP),蒸気噴射時間

(SIT)をパラメータとして実験を行い,その性能

発現機構を考察した｡更に,ボードの性能向上が

認められた水中浸せき養生の効果および総プレス

時間 (TPT),NaHCO:昌泰加量,養生日数の影響を

X線回折,走査型電子顕微鏡 (SEM)観察によっ

て解明した｡結果は以下の通りである｡NaHC03は,

CBPの初期強度党規剤としての効果が認められた｡

一方,NaHC03の添加が15-20%の場合には,初期

強度の発現は早いが,炭酸カルシウム (CaCO3)

の生成が多く,クリンカーのまわりをcac03が被

覆するために養生中での水和が抑制され,十分な

曲げ強度が得られなかった｡NaHC03の添加が2.5

- 5%の場合には,CaC03の生成が少なく,養生

中の水和の進行が認められたが,TPTが12分まで

の範囲では曲げ強度がまだ十分に発現しなかった｡

永富 鋸,黒木康雄, ドゥワイト･エユセビオ,

馬宝飛,川井秀一,佐々木光 :木質セメン ト板の

迅速硬化 (第3報)重炭酸ナ トリウムの漆加にお

ける各種の素岩増強剤の効果,木材学会誌,42,

762-768(1996).

一 200 -



抄

蒸気噴射プレス法を適用して迅速硬化させた木

質セメント板 (CBP)の性能向上を図るために,

これまでの初期強度発現剤,すなわち重炭酸ナ ト

リウム (NaHCO3)に加えて各種の塩素系硬化促進

剤を添加し,その材質-の影響を調べた｡結果は

以下の通 りである｡各種塩素系硬化促進剤の中で,

塩化マグネシウム (MgC12)の添加が最も良好な結

果を示 し,その水和増強剤としての効果が確認さ

れた ｡MgC12の添加はCBPの力学的性質を向上さ

せ,さらに厚さ方向の寸法安定性を改善した｡一方,

MgC12の添加は,面内寸法安定性には負の効果を与

えることが推察された｡MgC12の最適添加率は,

NaHC03が2.5%の場合,2%であった｡

永富 桝,黒木康雄, ドゥワイト･エユセビオ,

馬宝飛,川井秀一-,佐々木光 :木質セメン ト板の

迅速硬化 (第4報)蒸気噴射法における初期強度

発現剤 としての珪酸ナ トリウムの効果,木材学会

誌,42,769-775(1996).

珪酸ナ トリウム (Na2SIO3)を添加し,蒸気噴射

プレス法を適用した木質セメント板 (CBP)の迅

速硬化技術を検討 した｡すなわち,初期強度党規

剤としてNa2Si03を混合し,更に一部の条件にお

いては塩化マグネシウム (MgCl2)を組み合わせて

添加 した｡ボー ドの性能に及ぼす各種初期強度発

現剤,養生溶液および浸せき時間,MgC12の添加率,

噴射蒸気圧 (SP),総プレス時間 (TPT)等,種々

の製造条件を評価 し,最適条件を決定 した｡CBP

の初期強度発現剤としてNa2SiO:1は重炭酸ナ トリ

ウム (NaHCO3)より良好な結果を示した｡さらに,

Na2S10.･i添加においてMgC12を含んだ場合の面内

寸法変化に対する負の影響を考慮すると,その最

適条件 はNa2SiO3添加率 5%,SP1.5kgf/cm2,

TPT12分,水浸せき14日養生であると判断できる｡
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